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令和元年度（2019年度）事業報告及び令和２年度（2020年度）事業計画
【運営方針】
1. 児童に健全な遊びを提供し、児童の健康・体力増進と親子のふれあい促進を図る。

2. 児童の多様性や価値観の違いを認識し、個性を尊重する。

3. 児童の優れた能力を見い出し、積極的に伸ばしていく。

4. 集団活動や異年齢児交流の機会を確保し、児童の積極性や協調性を育む。

5. 母親クラブ等の地域組織と連携し、地域ぐるみで児童の育成を支援する体制を築く。

6. 子育ての負担感を軽減するため、子育ての情報提供や情報交換ができる環境をつくる。

令和元年度（2019年度）実績

② 令和２年度（2020年度）予定

利用者数
H30年度
（2018年度）

H30年
度比

児童館行事
3,677人 (3,384人) 108.7%

新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業の制限を行っているが、本
市の感染状況により実施可能のものは感染防止対策を図りながら季節感
のある行事や地域の特色を活かした催しを実施するよう努める。

朝の活動／
子育て支援

17,112人 (23,787人) 71.9%

地域における子育て支援事業を継続し、子どもの遊び方指導、仲間づくり
（サークル支援活動）を行い、乳幼児とその保護者を対象として、親子の交
流や親同士の親睦を深める活動を実施するよう努める。また、積極的な子
育て情報の提供を行う。

児童クラブ
7,293人 （7,183人) 106.4%

感染予防を行いながら、主に小学生を対象に、専門講師の指導により創
作や運動などを行う。年度末の発表会等は感染拡大の状況、クラブの実
施状況により実施未定。

地域組織活動
（母親クラブ等） 5,282人 (8,021人) 65.9%

児童の健全な育成を図るため、母親など地域住民の自主的な参加を目
指し、クリスマス会などの季節行事や、研修活動等の実施を支援する。

一般利用

136,282人 (156,443人) 88.5%

感染予防のため、手洗い、手指消毒、来館者の健康チェック、室内や玩具
の消毒を強化し、安全で自由な遊びの場、交流の場の提供を行うとともに
子育てに関する相談や情報提供を行う。感染防止を図りながら児童に玩
具を貸し出しを行う等、健全な遊びを提供する。

特別行事 8,308人 (12,959人) 64.1% 感染症の状況に応じて、各館ごとの特色を活かした事業の実施に努める。

年間
利用者数 177,954人 (209,396人) 85.0%

新型コロナウイルス感染症等の感染予防対策を行いながら、児童の遊び
の場、子育て支援施設として児童館活動を継続していく。

児童館行事

季節に応じた行事や地域の特色を活かした催しを実施。（運動会、クリスマス会、季節に応じた行事等）

朝の活動／子育て支援

お誕生会など、幼児とその保護者を対象とした活動で親子の交流や親睦を深めることを目的とした活動を実施するととも
に、身体測定や歯の衛生指導など、児童の健康を維持するための行事も取り入れている。
なお、児童館は、子育てほっとステーションとして、地域における子育て支援事業の充実を図り、子どもの遊び方指導、子
育て情報の提供及び仲間づくり（サークル支援活動）を行っている。

児童クラブ

主に小学生を対象とし、専門講師の指導により創作や運動などを行っている。年度末には、発表会や合同試合など実施
している。（卓球、絵画クラブ等）

地域組織活動（母親クラブ等）

児童の健全な育成を図るため、各児童館の母親クラブ等を中心として、季節行事や研修活動などを行っている。合同で
のイベントや会議も年数回、定期的に実施している。

一般利用

児童館の利用者に、自由なあそびの場、交流の場を提供している。また、保護者からの子育ての相談に応じ、情報の提供を
行う。児童については、玩具の貸し出しを行い、健全な遊びの提供を行っている。

特別行事

地域の協力を得て、夏祭りや子どもフェスタなどを実施している。



児童館の利用状況
【各館の年間利用者数】

【各館の1日あたりの平均利用者数】
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年度 西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田 合計

H27
（2015）

14,498 17,400 27,071 38,552 22,117 20,054 26,763 18,240 21,056 23,868 229,619

H28
（2016）

13,602 10,229 13,087 36,074 15,074 14,025 23,395 18,013 20,669 19,357 183,525

H29
（2017）

14,070 14,830 25,738 36,200 22,443 18,440 22,699 20,086 21,736 20,972 217,214

H30
（2018）

13,031 15,632 27,116 35,361 22,069 17,580 21,976 18,589 17,260 20,782 209,396

R1
（2019）

9,360 13,384 20,597 28,285 20,088 16,333 20,408 15,885 15,730 17,884 177,954

前年度比 71.8% 85.6% 76.0% 80.0% 91.0% 92.9% 92.9% 85.5% 91.1% 86.1% 85.0%

年度 西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田 合計

H27（2015） 49 59 91 128 73 65 88 61 70 78 762

H28（2016） 51 54 72 137 75 56 91 64 79 72 751

H29（2017） 52 50 85 118 73 62 75 66 72 69 722

H30（2018） 43 52 90 125 73 59 73 61 57 68 701

R1（2019） 34 48 75 100 72 58 72 56 56 63 634

前年度比 79.1% 92.3% 83.3% 80.0% 98.6% 98.3% 98.6% 91.8% 98.2% 92.6% 90.4%

（単位：人）

（単位：人）



【月別利用状況】

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

H27
（2015）

18,239 17,829 20,283 34,779 20,241 19,292 20,182 17,890 14,316 15,367 15,565 15,636 229,619

H28
（2016）

9,358 2,094 10,354 24,949 16,285 19,847 20,277 17,611 13,838 15,175 16,007 17,730 183,525

H29
（2017）

16,167 15,302 19,217 31,421 19,615 18,281 18,714 17,943 14,197 13,625 15,564 17,168 217,214

H30
（2018）

15,230 14,023 19,334 24,271 19,557 22,446 18,365 15,512 15,206 13,197 14,852 17,403 209,396

R1
（2019）

14,951 14,882 18,140 22,478 19,000 17,418 17,802 14,361 12,525 14,463 11,709 225 177,954

前年度比 98.2% 106.1% 93.8% 92.6% 97.2% 77.6% 96.9% 92.6% 82.4% 109.6% 78.8% 1.3% 85.0%

6

（単位：人）（単位：人）



【事業別利用者数】

西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田 合計

児童館行事 127 730 257 900 141 336 387 212 476 111 3,677

朝の活動
子育て支援

1,488 1,064 1,730 3,423 1,437 2,374 1,419 827 1,659 1,691 17,112

児童クラブ 2,263 591 486 961 474 200 289 595 839 595 7,293

地域組織活動
（母親クラブ等）

25 304 0 644 1,146 784 485 681 233 980 5,282

一 般 利 用 4,842 10,543 16,029 22,357 15,329 11,224 17,314 11,987 12,523 14,134 136,282

特別行事
参加者数

615 152 2,095 0 1,561 1,415 514 1,583 0 373 8,308

合 計 9,360 13,384 20,597 28,285 20,088 16,333 20,408 15,885 15,730 17,884 177,954

【事業別利用者数（年度比較）】

年度 児童館行事
朝の活動/
子育て支援

児童クラブ 地域組織活動
（母親クラブ等）

一般利用 特別行事 合計

H27
（2015）

6,528 27,118 7,999 7,819 165,860 14,295 229,619

H28
（2016）

3,776 19,676 7,201 6,550 133,361 12,961 183,525

H29
（2017）

3,556 24,865 6,751 7,630 156,443 17,969 217,214

H30
（2018）

3,384 23,787 7,183 8,021 154,062 12,959 209,396

R1
（2019）

3,677 17,112 7,293 5,282 136,282 8,308 177,954

前年度比 108.7% 71.9% 101.5% 65.9% 88.5% 64.1% 85.0%

7

（単位：人）

（単位：人）



【児童館登録者数】

西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田
R1（2019）

合計
H30（2018）

合計

小学生 736 829 700 1,137 604 545 891 530 795 904 7,671 8,453 

幼児 296 968 1,169 1,884 1,758 715 1,677 795 1,433 1,199 11,894 12,394

合 計 1,032 1,797 1,869 3,021 2,362 1,260 2,568 1,325 2,228 2,103 19,565 20,847

【児童館利用状況】

西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田
R1（2019）

合計
H30（2018）

合計

小学生 5,670 3,864 3,631 4,924 2,056 2,512 3,903 3,070 3,108 3,717 36,455 42,263 

幼児 1,120 4,508 6,981 11,477 8,839 6,164 8,405 5,553 6,472 7,070 66,589 79,223 

保護者 1,955 4,860 7,890 11,884 7,632 6,242 7,689 5,679 6,150 7,097 67,078 75,837 

特別行事 615 152 2,095 0 1,561 1,415 411 1,583 0 0 7,832 12,073 

合 計 9,360 13,384 20,597 28,285 20,088 16,333 20,408 15,885 15,730 17,884 177,954 209,396 

【再掲：学年別利用状況】
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学年 西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田
R1（2019）

合計
H30（2018）

合計

１年生 398 619 727 927 688 585 718 563 745 544 6,514 7,977

２年生 836 704 920 940 486 578 753 505 623 909 7,254 7,415

３年生 1,107 761 500 870 400 349 525 545 623 621 6,301 7,561

４年生 1,587 661 614 744 236 499 508 514 385 572 6,320 7,257

５年生 878 566 576 710 112 251 626 453 495 561 5,228 6,933

６年生 864 553 294 733 134 250 773 490 237 510 4,838 5,120

小学生計 5,670 3,864 3,631 4,924 2,056 2,512 3,903 3,070 3,108 3,717 36,455 42,263

50％

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）



【再掲：地域の小学校の児童数及び小学生の登録状況】

【再掲：小学生の利用状況】

※校区内：児童館所在地校区の小学校
近 隣：児童館の近隣小学校
その他：その他の小学校区
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R1 西原 託麻 秋津 東部 西部 花園 幸田 南部 清水 龍田 合計

校
区
内

児童数 452 957 546 718 254 405 481 285 524 637 5,259

登録者数 105 361 334 391 50 225 205 149 169 333 2,322

登録率 23.2% 37.7% 61.2% 54.5% 19.7% 55.6% 42.6% 52.3% 32.3% 52.3% 44.2%

利用者数 1,188 1,865 2,423 2,397 110 1,430 1,456 1,443 949 1,759 15,020

近
隣
校
区

児童数 1,100 4,185 1,401 3,858 2,179 1,161 2,048 2,593 1,545 2,056 22,126

登録者数 413 384 148 410 268 159 408 250 369 321 3,130

登録率 37.5% 9.2% 10.6% 10.6% 12.3% 13.7% 19.9% 9.6% 23.9% 15.6% 14.1%

利用者数 3,677 1,294 638 1,576 1,060 567 1,645 1,119 1,418 1,401 14,395

そ
の
他

登録者数 218 84 218 336 286 161 278 131 257 205 2,174

利用者数 805 705 570 951 886 515 802 508 741 557 7,040

※登録児童数 ：児童館に登録している児童数
非登録児童数：児童館に登録していない児童数（児童数-登録児童数）
登録率 ：小学校の児童数に占める児童館登録者の割合（登録者数÷児童数）

50％



【再掲：小学生の校区別登録及び利用者数】

校区内 近隣校区 その他
計

西
原

学校名 白川 本荘 春竹 白山 ３校

児童数 452 48 505 547 1,100

登録者数 105 28 136 249 413 218

登録率 23.2% 58.3% 26.9% 45.5% 37.5%

利用者数 1,188 977 1,098 1,602 3,677 805

託
麻

学校名 託麻南 西原 託麻東 託麻西 託麻北 長嶺 5校

児童数 957 688 1,069 856 535 1,037 4,185

登録者数 361 28 99 120 57 80 384 84

登録率 37.7% 4.1% 9.3% 14.0% 10.7% 7.7% 9.2%

利用者数 1,865 75 383 443 179 214 1,294 705

秋
津

学校名 秋津 若葉 桜木 桜木東 ３校

児童数 546 388 448 565 1,401

登録者数 334 49 50 49 148 218

登録率 61.2% 12.6% 11.2% 8.7% 10.6%

利用者数 2,423 171 266 201 638 570

東
部

学校名 尾ノ上 健軍 泉ヶ丘 画図 東町 健軍東 月出 山ノ内 ７校

児童数 718 589 380 1,020 529 287 482 571 3,858

登録者数 391 193 20 14 49 53 35 46 410 336

登録率 54.5% 32.8% 5.3% 1.4% 9.3% 18.5% 7.3% 8.1% 10.6%

利用者数 2,397 865 82 81 131 145 95 177 1,576 951

西
部

学校名 小島 城山 池上 中島 高橋 白坪 春日 古町 ７校

児童数 254 721 247 235 108 491 255 122 2,179

登録者数 50 170 17 17 8 35 13 8 268 286

登録率 19.7% 23.6% 6.9% 7.2% 7.4% 7.1% 5.1% 6.6% 12.3%

利用者数 110 706 30 57 40 124 58 45 1,060 886

花
園

学校名 花園 城西 池田 2校

児童数 405 700 461 1,161

登録者数 225 56 103 159 161

登録率 55.6% 8.0% 22.3% 13.7%

利用者数 1,430 235 332 567 515
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校区内 近隣校区 その他
計

幸
田

学校名 田迎 御幸 田迎南 田迎西 3校

児童数 481 607 770 671 2,048

登録者数 205 163 88 157 408 278

登録率 42.6% 26.9% 11.4% 23.4% 19.9%

利用者数 1,456 605 333 707 1,645 802

南
部

学校名 城南 日吉 川尻 力合 日吉東 力合西 5校

児童数 285 416 505 550 472 650 2,593

登録者数 149 27 147 30 13 33 250 131

登録率 52.3% 6.5% 29.1% 5.5% 2.8% 5.1% 9.6%

利用者数 1,443 54 672 102 57 234 1,119 508

清
水

学校名 清水 城北 高平台 麻生田 3校

児童数 524 473 615 457 1,545

登録者数 169 171 164 34 369 257

登録率 32.3% 36.2% 26.7% 7.4% 23.9%

利用者数 949 631 674 113 1,418 741

龍
田

学校名 龍田 龍田西 楠 武蔵 弓削 楡木 5校

児童数 637 565 257 409 300 525 2,056

登録者数 333 70 38 73 64 76 321 205

登録率 52.3% 12.4% 14.8% 17.8% 21.3% 14.5% 15.6%

利用者数 1,759 240 141 417 288 315 1,401 557

合
計

児童数 5,259 22,126

登録者数 2,322 3,130 2,174

登録率 44.2% 14.1%

利用者数 15,020 14,395 7,040

11



児童クラブの活動

【令和元年度（2019年度）実績】
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令和元年度（2019年度）実績

クラブ名
対象者
(学年）

実施
定員
人数

申込
人数

倍率
受付方法

実施月
曜
日

回数 受付期間 申込方法
決定
方法

西
原

珠算クラブ 2年生以上 4月～7月 土 29回 30 62 2.0 

2/1～2/16 窓口 抽選

書道①クラブ 3年生以上 4月～7月 土 27回 20 23 1.2 

書道②クラブ 3年生以上 4月～7月 土 27回 20 20 1.0 

書道③クラブ 3年生以上 4月～7月 日 27回 20 13 0.7 

硬筆クラブ 1～2年生 4月～7月 日 27回 20 22 1.1 

卓球クラブ 3年生以上 4月～7月 土 11回 20 21 1.1 

託
麻

創作クラブ 1～3年生
5月～7月
9月～12月

土 7回 20 16 0.8 

1/20～4/19 往復はがき 抽選絵画クラブ 3年生以上
5月～7月
9月～12月

土 7回 20 15 0.7 

運動クラブ 小学生
5月～7月
9月～12月

土 7回 25 27 1.1 

秋
津

キッズフラダンス(幼児) 年少～年長 5月～8月 土 7回 13 21 1.6 

2～3月 ・窓口
・往復はがき

抽選
キッズフラダンス(小学生) 小学生 5月～8月 土 7回 13 10 0.8 

運動あそびクラブ 年長以上 5月～8月 土 7回 20 25 1.3 

絵画・造形クラブ 1～3年生 1月～2月 土 4回 15 15 1.0 10～11月

東
部

スポーツクラブ 小学生 5月～9月 土 7回 30 68 2.3 4/1～4/27 ・HP
・往復はがき
・窓口 等

抽選
アートクラブ 1～3年生 10月～3月 土 6回 16 21 1.3 9月

西
部

アートクラブ 小学生 5月～11月 日 7回 14 22 1.6 
2/1～4/19 ・窓口

・はがき
抽選キッズ体操 1～3年 5月～8月 土 7回 25 29 1.2 

ヒップホップダンス 小学生 9月～10月 日 7回 30 24 0.8 7/1～8/11

花
園

楽しくチャレンジクラブ
（前期）

1～3年生 5～8月 土 4回 20 22 1.1 4/4～4/29

・窓口
・電話

先着順楽しくチャレンジクラブ
（後期）

1～3年生 9～12月 土 4回 20 22 1.1 8/1～8/31

絵画クラブ 小学生 6月 土 2回 20 21 1.1 4/4～4/29

幸
田

絵画・造形クラブ 1年～4年生 6月～12月 土 7回 16 17 1.1 
～4/25 往復はがき 抽選

硬筆クラブ 小学生 6月～1月 土 8回 12 16 1.3 

南
部

絵画造形クラブ 小学生 4月～12月 土 8回 16 20 1.3 
4/1～4/14 ・往復はがき

・窓口
抽選南部ジュニア卓球クラブ 小学生 4月～8月 土 7回 17 17 1.0 

南部ジュニア体操クラブ 小学生 9月～12月 土 7回 16 32 2.0 7/23～8/18

清
水

絵画造形クラブ 小学生 6月～7月 日 4回 16 18 1.1 4/1～5/26

・窓口
・はがき

抽選ヒップホップダンスクラブ 小学生 7月～11月 土 10回 20 20 1.0 4/1～6/22

体操クラブ 1～4年生 1月～2月 土 7回 20 34 1.7 11/1～12/13

龍
田

絵画・造形クラブ 1～4年生 5月～12月 土 9回 16 15 1.1 

3/1～4/17
・窓口
・はがき

抽選キッズダンスクラブ 小学生 6月～11月 土 9回 25 27 0.9 

卓球クラブ 小学生 6月～11月 土 9回 20 24 0.8 



【令和2年度（2020年度）予定】
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令和2年度（2020年度）予定

中止
（注１）

クラブ名
対象者
(学年）

実施
定員
人数

申込
人数

倍率
受付方法

中止
（注2）

実施月
曜
日

回数 受付期間 申込方法
決定
方法

西
原

珠算クラブ 2年生上
● 4月～7月

9月～3月
土 29回 30 41 1.4 

2/1～2/16 窓口 抽選

書道①クラブ 3年生以上
● 4月～7月

9月～3月
土 27回 20 17 0.9 

書道②クラブ 3年生以上
● 4月～7月

9月～3月
土 27回 20 15 0.8 

書道③クラブ 3年生以上
● 4月～7月

9月～3月
日 27回 20 17 0.9 

硬筆クラブ 1年～2年生
● 4月～7月

9月～3月
日 27回 20 28 1.4 

卓球クラブ 3年生以上
● 4月～7月

9月～3月
土 11回 20 19 1.1 

託
麻

● 創作クラブ 1～3年生
5月～7月
9月～12月

土 7回 15 - -

1/20～4/19 往復はがき 抽選● 絵画クラブ 3年生以上
5月～7月
9月～12月

土 7回 15 - -

● 運動クラブ 小学生
5月～7月
9月～12月

土 7回 25 - -

秋
津

● キッズフラダンス(幼児) 年少～年長 5月～7月 土 7回 13 8 0.6 

2～3月 窓口
往復はがき

抽選
● キッズフラダンス(小学生) 小学生 5月～7月 土 7回 13 2 0.2 

● 運動あそびクラブ 年長以上 5月～7月 土 7回 20 1 0.1 

● 絵画・造形クラブ 1～3年生 1月～2月 土 6回 15 11～12月

東
部

スポーツクラブ 小学生
●

5月～8月
9月

土
3回
3回

30 17 0.5 4/1～4/23 ・HP
・往復はがき
・窓口 等

抽選
アートクラブ 小学生

● 9月
10月～2月

土
1回
5回

8 23 2.8 7/26～8/24

西
部

● アートクラブ 小学生 5月～11月 日 7回 14 7 0.5 
2/26～4/17 ・窓口

・往復はがき
抽選● キッズ体操 1～3年生 5月～8月 日 7回 25 4 0.2 

● ヒップホップダンス 小学生 9月～10月 土 7回 30 - - 募集なし

花
園

●
楽しくチャレンジクラブ

（前期）
1～3年生 5～8月 土 4回 20 

- -

4/7～4/30

・窓口
・電話

先着
順●

楽しくチャレンジクラブ
（後期）

1～3年生 9～12月 土 4回 20 8/1～8/30

● 絵画クラブ 小学生 6月 土 2回 20 4/7～4/30

幸
田

● 硬筆クラブ 小学生 6月～1月 土 8回 12 ― ―
4/1～4/23

・往復はがき
・窓口

抽選
絵画・造形クラブ 1～4年生

● 6月
7月～12月

土
1回
6回

16 7 
0,4

南
部

絵画造形クラブ 小学生 7月～12月 土 7回 7 7 1.0 
2月中旬～4/12・往復はがき

・窓口
抽選● 南部ジュニア卓球クラブ 小学生 4月～8月 土 7回 16 ― ―

南部ジュニア体操クラブ 小学生 9月～12月 土 7回 16 23 1.4 8/1～8/30

清
水

絵画造形クラブ 小学生 6月～7月 日 4回 8 7 0.8 4/10～5/22

・窓口
・はがき

抽選ヒップホップダンスクラブ 小学生 7月～11月 土 10回 20 13 0.6 5/8～6/18

体操クラブ 1～4年生 1月～2月 土 7回 未定 未定 ― 未定

龍
田

絵画・造形クラブ 1～4年生 延期 5月～11月 土 9回 16 8 1.0 

（中止）
3/3～4/17

・はがき 抽選● キッズダンスクラブ 小学生 6月～10月 土 9回 25 - -

卓球クラブ 小学生 延期 9月～2月 土 9回 16 10 1.0 

（注1)    ● ：講座の実施自体を中止したもの
（注2） ● ：その月の講座を中止したもの

延期：開催時期を変更して実施予定のもの

（令和２年（2020年）９月1日時点）



令和元年度（2019年度）実績 令和2年度（2020年度）予定中止
（※1）

西
原
公
園
児
童
館

児
童
館
行
事

児童館夏祭り 児童館耐震工事の為、予定はなし
トランポリン教室
運動会
親睦ミニバレー大会
児童館対抗ミニバレー
秋祭り
ぜんざい会
わんぱく祭り

朝
の
活
動

火災訓練・熱中症研修・ＡＥＤ研修 ● 火災訓練・熱中症研修・ＡＥＤ研修
七夕祭り ● 七夕祭り
ひよこっこ夏祭り ● ひよこっこ夏祭り
児童館夏祭り 秋の遠足・芋掘り
ふれあい文化センター敬老会参加 やきいもパーティ
秋の遠足・芋掘り ぜんざい会
やきいもパーティ ひよこっこクリスマス会
ぜんざい会 豆まき
ひよこっこクリスマス会
豆まき

地
域
組
織
活
動

トランポリン教室 児童館耐震工事の為、予定はなし
雑草の森研修
工作教室
運動会
秋祭り
親睦ミニバレー大会
児童館対抗ミニバレー
マザーズフェステバル参加
わんぱく祭り
公園遊具安全点検

託
麻
児
童
館

児
童
館
行
事

お話し会 ● お話し会
夏まつり ● 福祉まつり
親子で学ぶ防災術 ● 夏のデザート作り
逆上がり教室 ● 逆上がり教室
トランポリン ● 跳び箱教室
とび箱 ● 親子ふれあい運動
トイレトレーニング ● 豆まき
ショコラケーキ作り ● 児童館夏まつり
豆まき
パン作り

朝
の
活
動

リトミック ● 親子でリトミック
運動あそび ● 親子でトランポリン
親子でトランポリン ● お誕生会
お誕生会 ● 創作活動
歯科相談 ● 身体測定＆育児相談
身体測定と育児相談 ● 歯科相談
交通安全教室 ● 交通安全教室
避難訓練 ● 避難訓練
製作活動 ● 運動遊び
0才からの運動あそび

地
域
組
織
活
動

おみしり遠足 ● 遠足
運動会 ● 運動会
ミニバレーボール大会 ● ミニバレー大会
小学生の親子料理 ● 親子で料理教室
クリスマス ● クリスマス
餅つき大会 ● 餅つき大会
イチゴ狩り ● 人形劇
人形劇 ● マザーズフェスティバル
消防署見学 消防署見学
ズンバ体験

児童館年間行事 （注1）新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止とした行事（令和２年（2020年）９月１日時点）
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令和元年度（2019年度）実績 令和2年度（2020年度）予定中止
（※1）

秋
津
児
童
館

児
童
館
行
事

児童クラブ
●

児童クラブ
（キッズフラダンス・運動あそび・絵画造形） （キッズフラダンス・運動あそび・絵画造形）
児童館夏祭り秋津地域子育て応援クラブ共催) ● 児童館夏祭り(秋津地域子育て応援クラブ共催)
美和子ちゃんの絵本読み聞かせ ● クリスマス会
子育て座談会(秋津地域子育て応援クラブ参加) ● 小学生お菓子作り
わんぱく運動会 ● 親子料理教室
親子のコミュニケーション教室 ● 鉄棒・とびばこ教室
七夕飾り 絵本読み聞かせ
クリスマス会 子育て座談会(秋津地域子育て応援クラブ参加)
節分豆まき会 節分豆まき会
親子料理教室 ベビーマッサージ

朝
の
活
動

探検ごっこ(避難経路確認) ● 砂場あそび
身体測定・カレンダー作り ● カレンダー作り
使ってみよう(せいさく編・うんどう編) ● 誕生会
砂場あそび ● 救急法教室
色水あそび(色水作り・スライム) ● 交通安全教室
誕生会 壁面作り
救急法教室・交通安全教室 身体測定
敬老の日プレゼント作り・デイサービス訪問 歯科指導教室
歯科指導教室 手洗い教室
壁面作り 制作あそび(小麦粉粘土・手作りおもちゃ等)

地
域
組
織
活
動

児童館夏祭り(秋津地域子育て応援クラブ共催) ● 児童館夏祭り(秋津地域子育て応援クラブ共催)
子育て座談会(秋津地域子育て応援クラブ参加) ● 東区民祭り
東区民祭り ● 秋津デイサービス秋祭り
芦北大岩地区との交流会 ● あさひば防災フェスタ
秋津デイサービス秋祭り 子育て座談会(秋津地域子育て応援クラブ参加)
あさひば防災フェスタ

東
部
児
童
館

児
童
館
行
事

パンを作ろう ● パンを作ろう
夏休み彫金教室 ● 夏休み彫金教室
夏休み工作教室 ● とび箱・鉄棒教室
とび箱・鉄棒教室 ● クリスマスケーキ作り
クリスマスケーキ作り ● バレンタインスイーツ作り
バレンタインスイーツ作り 夏休み工作教室
スポーツフェスタ ベビーマッサージ
ベビーマッサージ 親子プログラミング教室

児童クラブ(アートクラブ、スポーツクラブ3回実施）

おはなし会（絵本の読み聞かせ）

朝
の
活
動

はじめましての会(朝の活動説明） ● はじめましての会(朝の活動説明）
身体測定・誕生会・リトミック ● 小麦粉粘土・スライム・シャボン玉あそび
運動遊び・スライム ● おみしり会(遠足)・秋の遠足・救急法
小麦粉粘土・折り紙・シャボン玉あそび ● 七夕・ミニ運動会・栄養士さんのお話
楽器あそび・リズム遊び・新聞紙遊び 身体測定・誕生会・リトミック
おみしり会(遠足)・秋の遠足・救急法 運動遊び・3B体操
通報訓練・避難訓練・栄養士さんのお話 楽器あそび・リズム遊び・新聞紙遊び
虫歯予防の話・交通安全指導 通報訓練・避難訓練
七夕・ミニ運動会・豆まき 虫歯予防の話・交通安全指導
お別れ会

地
域
組
織
活
動

茶話会 ● 茶話会
初夏の遠足 ● 初夏の遠足
手芸会・料理会 ● 人形劇観劇会
スポーツフェスタ ● マザーズフェスティバル
公園点検 ● ミニバレーボール大会
マザーズフェスティバル 手芸会・料理会
ミニバレーボール大会 公園点検
お別れ会 お別れ会
総会 総会
講演会・フラダンス体験 講演会・親子ビクス



令和元年度（2019年度）実績 令和2年度（2020年度）予定中止
（※1）

西
部
児
童
館

児
童
館
行
事

環境教室「リ・グラスアート作り」 ● 環境教室「化石レプリカを作ってみよう」
スライム作り ・ベビーマッサージ ● スライム作り
紙すき体験 ・交通安全教室 ● ベビーマッサージ
面白科学遊び ・歯磨き教室 ● 大津山先生と遊ぼう
プラ板で遊ぼう ・救急法 ● 秋祭り（会場工事中）
秋祭り ・大津山先生と遊ぼう ● クリスマスケーキ作り
アイシングクッキー作り 交通安全教室
逆上がり教室 歯磨き教室
バレンタインのチョコレート作り 乳幼児の栄養教室
オープンイングリッシュ さかあがり教室

朝
の
活
動

こいのぼり作り ● 毎月お誕生日会・身体測定
シャボン玉遊び ● こいのぼり作り
七夕飾り作り、 ・七夕の笹の飾りつけ ● シャボン玉遊び
プール開き ・プール遊び ● 新聞紙遊び
運動会 ・運動遊び ● 七夕飾り作り・飾りつけ
ハロウィの衣装作り ・ハロウィン会 ● プール遊び
毎月誕生会 ● 運動会
毎月身体測定 ● ハロウィンの衣装作り・ハロウィン会
クリスマス会 クリスマス飾り作り・クリスマス会
豆まき会 豆まき会

地
域
組
織
活
動

ミーティング茶話会 ● お見知り遠足
お見知り遠足 ● さつまいも畑を作ろう・芋の苗植え
さつま芋畑を作ろう・芋の苗植え ● 長寿の里プレゼント作り、訪問
親子リトミック ● すいか割り
長寿の里へプレゼント作り、訪問 ● 秋祭り
バスハイク ● お芋料理を作ろう
すいかわり ● ぜんざい会
ボディペインティング 親子ヨガ
秋祭り パパママ教室
ぜんざい会 お別れ会

花
園
児
童
館

児
童
館
行
事

児童クラブ（楽しくチャレンジ・絵画） ● 児童クラブ（楽しくチャレンジ・絵画）
七夕オカリナコンサート ● 花園こどもフェスタ2020
花園こどもフェスタ2019 ● ミニミニ運動会
ミニミニ運動会 ● ハッピークリスマス会
火災・防犯・地震避難訓練 ● 新年かるた会
オセロ大会・水鉄砲バトル ● プログラミング教室
ハッピイクリスマス会 ● 親子で忍者修行
新年かるた会 ● いちご大福づくり
学習発表会参加 ● 宿題をする会
お別れ会 ● 火災・防犯・地震避難訓練

朝
の
活
動

季節の壁面飾りづくり ● 誕生会
お誕生会 ● 赤ちゃんあつまれ（足型アート・大型絵本など）
カレンダーづくり＆手型 ● 小麦粉・片栗粉粘土あそび
手・足型でプレゼント作り（母・父・敬老の日） ● クレヨンで遊ぼう
親子ふれあい・運動あそび ● スタンプ遊び
小麦粉粘土あそび・フィンガーペイント ● しゃぼん玉
節分・ひなまつり（グッズ作）会 ● 親子運動あそび
動くおもちゃ・お店屋さんごっこあそび ● 季節の製作（七夕・クリスマス・節分など）
風船・水風船であそぼう ● 水鉄砲遊び

● 紙パックでいすづくり

地
域
組
織
活
動

おにぎりピクニック ● ミィーティング・茶和会
英語でリトミック ● 動物園に行こう
親子トランポリン ● ひまわりの種まき・チューリップの球根植え
花園こどもフェスタ2019 ● 幼稚園説明会
幼稚園説明会 ● 親子トランポリン
ファミリービクス・人形劇 ● 花園こどもフェスタ2020
バーベキュー ● 親子でクッキング
クリスマスケーキ作り ● 移動動物園
ハッピィクリスマス会 ● いちごがり
チューリップの球根植え ● ひなまつりコンサート



令和元年度（2019年度）実績 令和2年度（2020年度）予定中止
（※1）

幸
田
児
童
館

児
童
館
行
事

絵画・造形クラブ ● トイレトレーニング
硬筆クラブ ● 歯と栄養の話
さかあがり教室 ● 救急法(AED講習）
おはなしタイム ● リトミック講習
七夕かざり ● バレンタンインお菓子づくり
運動あそび ● 運動会
クリスマス会 ● クリスマス会
豆まき会 ● 豆まき会
バレンタインのスイーツづくり ● お別れ会
おひなさまづくり

朝
の
活
動

はじめましての会 ● カレンダーづくり(毎月）
カレンダーづくり ● お誕生会
誕生会 ● おはなしタイム
歯科教室 ● 七夕飾りづくり
栄養士さんの話 ● 親子で壁面づくり(春夏秋冬）
ベビーイングリッシュ ● 体操、手あそび、絵本の読み聞かせ
壁面づくり ● 砂場あそび
親子でリトミック ● 運動会ごっこ
トイレトレーニング ● とびばこ・てつぼう教室
新聞紙遊び ● ボーリングあそび

地
域
組
織
活
動

新幹線ハイク ● 親睦会
すいかわり ● 新幹線ハイク
もこもこマルシェ ● 身体測定
ハロウィンパーティー ● すいかわり
運動会 ● 親子ビクス
親子ヨガ ● ハローウインパーティ
ボクササイズ ● 運動会
料理教室 ● もこもこバザー
身体測定 ● おわかれ遠足(いちご狩り）
いちご狩り ● おわかれ会

南
部
児
童
館

児
童
館
行
事

歯科相談会（歯の話） ● 歯科相談会（歯の話）
栄養相談会（乳幼児の栄養について） ● 栄養相談会（乳幼児の栄養について）
夏まつり ● 夏まつり
子育てサロン ● 子育てサロン
リ・グラスアートでプレゼント作り ● 芋ほり
芋ほり ● ブッシュ・ド・ノエル作り
ブッシュ・ド・ノエル作り ● クリスマス会
クリスマス会 ● 豆まき
豆まき ● 卒館式

リ・グラスアートでプレゼント作り

朝
の
活
動

はじめまして、こんにちは ● はじめまして、こんにちは
こいのぼりを作ろう ● こいのぼりを作ろう
おはなし会 ● おはなし会
身体測定 ● 身体測定
たなばた飾り ● たなばた飾り
運動会 ● 運動会
落ち葉拾いに出かけよう ● 落ち葉拾いに出かけよう
手作りおもちゃで遊ぼう ● 手作りおもちゃで遊ぼう
お正月遊び ● お正月遊び
お別れ会 ● お別れ会

地
域
組
織
活
動

ママ・パパ講座(3B体操ほか) 母親クラブが発足できなかったため、
救急法 年間予定なし。
ミルク牧場で遊ぼう！
水遊びに行こう！
夏まつり
もちつき会
マザーズフェスティバル
豆まき
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令和元年度（2019年度）実績 令和2年度（2020年度）予定中止
（※1）

清
水
児
童
館

児
童
館
行
事

親子でふれあい体操 ● ミニ七夕会
歯科指導「歯っぴぃタイム」 親子でふれあい体操
親子でイングリッシュ 歯科指導「歯っぴぃタイム」
誕生会（３ヶ月ごと） 誕生会（３ヶ月ごと）
親子で味噌作り 運動会ごっこ
ハロウィンのお菓子作り 交通安全教室
ミニ運動会 親子リトミック
きらきらクリスマス会 きらきらクリスマス会
節分「豆まき会」 節分「豆まき会」
ベビーマッサージ ベビーマッサージ

朝
の
活
動

すくすくタイム・身体測定 ● こいのぼり作り
足形アートにチャレンジ ● しゃぼん玉遊び
しゃぼん玉遊び すくすくタイム・身体測定
消防署訪問とプレゼント作り 消防署訪問とプレゼント作り
ミニ七夕飾りつくり ミニ七夕飾りつくり
月の壁面制作 月の壁面制作
おばけ作り お正月遊び
きらきらお話会 きらきらお話会
交通安全教室 火災・地震・防犯訓練
鬼のお面作り 鬼のお面作り

地
域
組
織
活
動

はじめましての会 ● しゃぼん玉遊び
新聞紙遊び はじめましての会
走りかた教室 親子でイングリッシュ
しゃぼん玉遊び 親子で簡単クッキング
救急法（ＡＥＤ講習会） 救急法（ＡＥＤ講習会）
お正月遊びをしよう お正月遊びをしよう
ハロウィンを楽しもう ハロウィンを楽しもう
クリスマスカードつくり クリスマス会
親子で大掃除 親子で大掃除
人形劇 人形劇

龍
田
児
童
館

児
童
館
行
事

児童クラブ(絵画・造形、卓球、キッズダンス） ● 児童クラブ(キッズダンス）

子育てサロン 児童クラブ(絵画・造形、卓球）
歯と栄養の話 子育てサロン
夏の工作 歯と栄養の話
クリスマスケーキ作り リ・グラスアート
なわとび教室 なわとび教室
とびばこ・てつぼう教室 とびばこ・てつぼう教室
交通安全教室 交通安全教室
救急法講習 ・ 火災予防講習 救急法講習 ・ 火災予防講習

クリスマスケーキ作り

朝
の
活
動

カレンダー制作 ● カレンダー制作
誕生会 ● 誕生会
すくすく広場(身体測定)安全訓練 ● 七夕
戸外遊び・公園散歩 ● プールあそび・ボールあそび
七夕・節分・ひなまつり ● 親子ふれあい遊び
親子ふれあい遊び ● すくすく広場・身体測定・安全訓練
プールあそび・ボールあそび ● 戸外遊び・公園散歩
ママタイム(オムツはずしについて） ● 体操、手遊び、絵本の読み聞かせ
体操、手遊び、絵本の読み聞かせ ● お話し会
お話し会 節分豆まき会

地
域
組
織
活
動

お見知り会・公園安全点検 ● 人形劇・スイカ割り
人形劇・スイカ割り ● 芋苗植え、ピクニック
芋苗植え、ピクニック ● リトミック・トランポリン教室
リトミック・トランポリン教室 ● ミニバレー
ミニバレー ● 餅つき・ぜんざい会
運動会・敬老のプレゼント作り お見知り会・公園安全点検
秋の遠足・芋掘り 運動会・敬老のプレゼント作り
クリスマス会 秋の遠足・芋掘り
餅つき・ぜんざい会 クリスマス会
ハロウィンパーティー・バレンタイン制作 イチゴ狩り遠足・お楽しみ会



児童館の広報について

各児童館で広報誌を発行し、児童館での配布のほか、近隣の保育園・幼稚園・小学校に配布するとともに、
熊本市のホームページへ掲載している。
また、各行事の際にはチラシやポスターを作成し、児童館内や管区内の小学校などに配布している。
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広報の種類 記事の内容 配布先
配布
時期

発行回数

令和２年
度予定

令和元年
度実績

西
原
公
園

児童館ホームページ

・児童館だより
・児童館施設案内（遊具など）
・活動の様子
・児童館行事、単発講座、母親クラブ
案内

閲覧者
毎月
更新

年12回

年12回児童館行事ポスター、
チラシ

・短期教室、児童クラブ等の参加募集
や内容のお知らせ

近隣の公立小学校館内掲示 随時 行事毎

ひよこっこだより

・児童館の行事予定

幼児教室入会者

前月
下旬

年12回
児童クラブだより 児童クラブ入会者

ふれあい文化センター広報誌
「かけはし」

地域住民

託
麻

児童館だより
・児童館行事
・児童館からのお知らせ 等

各自治会、小学校、各児童館(室) 毎月
20日

年12回 年12回
等の関係各課、託麻クラブ会員

児童館ホームページ 閲覧者
毎月
更新

秋
津

児童館だより

・児童館行事全般(月の活動予定、単発
教室等)
・児童クラブ募集
・単発教室の募集
・子育てサークル情報

近隣地域の小学校(5校)、幼稚園・保
育園・こども園(17園)、子育てサーク
ル(7校区)、子育て支援センター(5カ
所)、秋津デイサービスセンター、子
ども文化会館、児童館、公民館内掲示
スペース

毎月末

年10回
（4月・5
月は休館
のため発
行無し）

年12回

秋津公民館ホームページ

・児童館だより
・児童クラブの案内や応募方法
・イベントの告知、児童館の利用の仕
方等

閲覧者 年12回 年12回

子育て応援情報提供コーナー

・児童館だより
・秋津地域子育てサークルチラシ(7校
区)、
・他児童館・児童室・東区の子育て支
援センターのお便り掲示 等

プレイルーム等に設置
通年
常設

通年常設 通年常設

児童館夏祭りポスター 祭りの内容や会場図
児童館だよりと共に配布、児童館・公
民館内に掲示

例年
7月

中止 1回

校区子育てサークルへ
参加

児童館の紹介と今月のお勧め行事等の
紹介

秋津児童館管轄地域校区子育てサーク
ル

2か月に
1回程度

7回 7回

東
部

じどうかんだより 乳幼児を対象として活動の広報
熊本市ホームページ添付
管内(幼・保・小）・熊日・母子施設
子育て支援関係施設 来館者

毎月末 年12回 年12回
児童館だより小学生版 小学生を対象とした活動広報

児童館行事・短期単発講座案
内等

児童館行事短期単発講座のお知らせ 随時 随時 随時

東部まちづくりセンターだよ
り

・公民館全体の活動や募集
・児童館の幼児クラブの活動予定等

・区管内各町内の自治会の回覧板
・来館者（希望者） 毎月末 年12回 年12回

東部児童館ホームページ 児童館の紹介、お知らせ等 閲覧者

西
部

西部まちづくりセンター
・公民館だより

・「西部児童館だより」及び「にこに
こだより」の掲載内容

・区管内各町内の自治会の回覧板
・来館者（希望者）

毎月末 年12回 年12回

西部児童館だより
(小学生版）

・児童館行事、児童クラブ
児童館からのお知らせ等

・区管内公立小学校、市関係機関
・児童館・児童室・来館者（希望者）

にこにこだより
（乳幼児向け）

・児童館行事、児童館からのお知らせ,
朝の活動及び母親クラブの活動日程等

・区管内の子育て支援センター
・市の関係機関（保健子ども課）
・児童館・児童室・来館者（希望者）
・子ども文化会館

児童館行事ポスター、
チラシ

・短期教室、児童クラブ等、参加募集、
内容お知らせ

・区管内の公立小学校
館内掲示

随時 行事毎 行事毎

児童館ホームページ

・児童館だより
・児童館施設案内(遊具など)
・活動の様子
・児童館行事、単発講座、母親クラブ
案内

熊本市ホームページ閲覧者
毎月
更新

年12回 年12回



広報の種類 記事の内容 配布先
配布
時期

発行回数

令和２年度
予定

令和元年
度実績

花
園

花園まちづくりセンター
公民館だより

・「花園児童館だより」に掲載する行
事、児童クラブ及び児童館からのお知
らせ等
・朝の活動及び母親クラブの日程等

・区菅内の各町内の自治会の回覧板・
掲示板により周知
・公民館来館者（希望者）

毎月末 年12回 年12回

花園児童館だより
（乳幼児・小学生向け）

・児童館行事、児童館からお知らせ
・児童クラブ活動内容、持ち物等のお
知らせ
・朝の活動内容、申込期間、準備物等
のお知らせ
・母親クラブの日程、活動内容、持ち
物、申込期間のお知らせ

・館内の公立小学校3校（花園・池
田・城西）
・市の関係機関（子ども支援課・保健
子ども課・保育園・幼稚園・各支援セ
ンター・子ども文化会館・あゆみ子ど
もセンター）
・各児童館・児童室
・来館者（希望者）

児童館行事ポスター、チラシ ・児童クラブ等参加申込 ・児童館・公民館・掲示板等 随時 行事の都度
行事の
都度

児童館ホームページ

・児童館だより、児童館施設案内
（広場・部屋・遊具等）
・活動内容案内・児童クラブ、母親ク
ラブ活動等の案内

閲覧者
毎月
更新

年12回 年12回

幸
田

児童館だより（幼児向け） 児童館行事・児童館からのお知らせ等

・児童館来館者
・子育て支援センター2か所（総合・
幸田）
・南区役所保健子ども課

毎月 年12回 年12回
児童館だより（小学生向け） ・児童館行事

・児童クラブ
・児童館からのお知らせ等

・児童館来館者
・市立小学校4校
（田迎・御幸・田迎南・田迎西）

幸田だより
管内の自治会に配布し、回覧板による
通知

市政だより 児童クラブの募集案内 市内 年1回 年1回 年1回

母親クラブ
ポスター、チラシ

母親クラブの活動案内 児童館来館者
必要に
応じて

随時 年10回

児童館ホームページ

・児童館だより（幼児向け）
・児童館だより（小学生向け）
・施設案内、活動内容（児童クラブ、
朝の活動、母親クラブ）、年間行事
（行事の様子）

閲覧者 毎月 年12回 年12回

南
部

児童館だより
（幼児版）

児童館行事、児童館からのお知らせ

・朝の活動参加者及び来館者
・各子育て支援センター
・南区役所保健子ども課
・子ども文化会館・各児童館・児童室
・まちづくりセンター（飽田・富合

毎月

年12回 年12回

児童館だより
（小学生版）

・6つの小学校の児童
・各児童館・児童室
・子ども文化会館
・南区役所保健子ども課
・まちづくりセンター（飽田・富合）

年11回
(４、５月
は合併号)

年11回

みなみ
（南部まちづくりセンター）

・自治会の回覧板 年12回
年12回

る・ベベだより
（母親クラブ）

母親クラブの活動案内
・母親クラブ会員
・朝の活動参加者

中止

児童館だより
（特別号）

短期教室などの行事案内
・6つの小学校の児童
（小学生対象）

必要に
応じて

随時 1回

清
水

じどうかん便り
(小学生向け）

児童館行事・児童クラブ
児童館からのお知らせ

・公民館ホームページ添付
・管内小学校４校 来館者
・子育て支援関係施設４ヶ所
・児童館・児童室14ヶ所

毎月末 年12回

年１回

じどうかん便り
（乳幼児向け）

児童館行事・児童館からのお知らせ
（イベント含み）

・公民館ホームページ添付
・管内幼稚園１園 来館者
・子育て支援関係施設８ヶ所
・児童館・児童室１４ヶ所

年12回

公民館だより
児童館行事
児童館からのお知らせ

・公民館ホームページ
・管内（各自治会・幼保）・回覧版

年12回

活動の様子掲示 児童館主催行事を、写真と共に掲示 児童館内
児童館
行事前

後
年2回

10回

清水公民館ホームページ内
児童館行事・子育て支援
朝の活動のご案内

閲覧者
年12回

熊本市 SNS
FaceBook/

6回

龍
田

じどうかん便り
(小学生向け）

児童館行事・児童クラブ・児童館から
のお知らせ

・公民館近隣の7小学校

毎月末 年12回 年12回

・幼稚園・保育園(地域内)10ヶ所
・熊本市子育て関連施設12ヶ所
・市内の各児童館・児童室14ケ所たんぽぽ広場

(乳幼児向け）
朝の活動案内・子育てサロン案内・た
んぽぽクラブ活動案内

公民館便り 児童館行事・児童館からのお知らせ等

・まちづくりセンター管内6校区自治
会を通じて配布

・児童館内
・公民館ホームページ



職員研修及び情報交換

担当者会議

年に8回程度、各児童館の担当者の情報交換を行い、各館の情報の共有化及び連携を深めている。また、様々な課題
解決に向けた検討協議を行う。

初任者研修

初任者児童厚生員等を対象に児童館の概要や児童厚生員の役割などについての研修を実施し、職員の資質向上を
図る。

児童厚生員研修

講師による実技研修等を行い児童厚生員等の資質向上を図るとともに、児童館活動の充実を目的とし意見交換会を
実施。

実務活性化会議

児童館をよりよく運営していくため、日々の活動の中から、問題点・疑問点を見出し、情報交換の実施等の情報の共有
化による連携及び技術の向上を図る。

子育てほっとステーション会議

各関係機関が緊密に連携し、地域の子育て支援を共同で行うため、総合子育て支援センターを中心として、各児童館、
各子育て支援センター、子ども文化会館、各区保健子ども課等の担当者の情報交換、研修等を年4回程度実施する。第
2回以降は5ブロック（5区）に分かれて実施している。

令和元年度（2019年度）実績 令和２年度（2020年度）計画

実施日 人数 担当館 内容 実施日 人数 担当館 内容

初
任
者
研
修

5月24日
（金）

8名

子ども
支援課

東部

≪子ども支援課≫
・児童館の役割・運営、
関係法令について
≪東部児童館≫
・朝の活動の見学等

9月
新任者

16名

子ども
支援課

清水

≪子ども支援課≫
・児童館の役割・運営、
関係法令について
※感染拡大防止のため研修資料を
全児童館に配布し実施
※清水児童館の活動見学は中止

児
童
厚
生
員
研
修

7月5日
（金） 18名 花園

『地域子育て支援拠点事業に
ついて』
～かしこい体と丈夫な頭～
講師：山東こども園

園長 村上千幸氏
内容
①地域子育て支援拠点事業について
②体罰の禁止と子どもの虐待、体罰と
躾について
③子どもとメディア
④体をつかうこと、頭を使うこと、人と関
わることが好きな子ども

6月24日
（金）
※延期
（１月予定）

15名
程度
（予定）

東部

（予定）
①アンガーマネジメント
講師：子ども支援課職員
（アンガーマネジメントファシリテー
ター™/アンガーマネジメントハラスメ
ント防止アドバイザー™）

②認定こども園・小規模保育
について

11月27
日（火）

21名 西部

2・3歳児向けの音楽あそびの
指導の仕方
講師：今田 賀代子 氏
（IMADA音楽教室主宰）

内容：座学及び実技

１１月６日
（金）

15名
程度

龍田
（予定）
0・1・2歳児向け活動
講師：緒方 保美 氏

実
務
活
性
化
会
議

9月27日
（金）

18名 幸田

児童館行事の運営について
各館の講座や行事について情
報交換
小学生への対応について

9月
～11月

書面
開催

清水

各館にアンケートを実施し回
答結果の報告を行う
・保護者対応、衛生管理、短
期講座、朝の活動について

1月29日
（金）

19名 秋津
活動への絵本の活用について
朝の活動・行事・講座について
防災について

未定 - 南部 未定

【研修及び情報交換会内容】



児童館の予算について
西原公園児童館を除く9児童館については、まちづくりセンター等との複合施設のため、児童館の事業経費のみが対象となる。
西原公園児童館については、単独館のため、事業費及び施設管理経費等が対象となる。

※『共通』については、西原公園児童館を除く9児童館を対象する。
令和元年度（2019年度）は、新型コロナウイルス感染症対策として消毒液等を購入した。
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関係法令 抜粋 （平成31年4月1日現在）

第一条 全て児童は、児童の権利に関する条約の精神にのつとり、適切に養育されること、その生活
を保障されること、愛され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が
図られることその他の福祉を等しく保障される権利を有する。

第二条 全て国民は、児童が良好な環境において生まれ、かつ、社会のあらゆる分野において、児童
の年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され、心身
ともに健やかに育成されるよう努めなければならない。
② 児童の保護者は、児童を心身ともに健やかに育成することについて第一義的責任を負う。
③ 国及び地方公共団体は、児童の保護者とともに、児童を心身ともに健やかに育成する責任を負う。

第三条 前二条に規定するところは、児童の福祉を保障するための原理であり、この原理は、すべて
児童に関する法令の施行にあたつて、常に尊重されなければならない。

第七条 この法律で、児童福祉施設とは、助産施設、乳児院、母子生活支援施設、保育所、幼保連携
型認定こども園、児童厚生施設、児童養護施設、障害児入所施設、児童発達支援センター、児童心
理治療施設、児童自立支援施設及び児童家庭支援センターとする。
② (略)

第四十条 児童厚生施設は、児童遊園、児童館等児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又
は情操をゆたかにすることを目的とする施設とする。

第四十五条 都道府県は、児童福祉施設の設備及び運営について、条例で基準を定めなければならな
い。この場合において、その基準は、児童の身体的、精神的及び社会的な発達のために必要な生活
水準を確保するものでなければならない。
② 都道府県が前項の条例を定めるに当たつては、次に掲げる事項については厚生労働省令で定める
基準に従い定めるものとし、その他の事項については厚生労働省令で定める基準を参酌するものと
する。
一 児童福祉施設に配置する従業者及びその員数
二 (略)
三 (略)
③ 児童福祉施設の設置者は、第一項の基準を遵守しなければならない。
④ 児童福祉施設の設置者は、児童福祉施設の設備及び運営についての水準の向上を図ることに努め
るものとする。

第四十六条 都道府県知事は、第四十五条第一項及び前条第一項の基準を維持するため、児童福祉施設
の設置者、児童福祉施設の長及び里親に対して、必要な報告を求め、児童の福祉に関する事務に従事する
職員に、関係者に対して質問させ、若しくはその施設に立ち入り、設備、帳簿書類その他の物件を検査させ
ることができる。
② 第十八条の十六第二項及び第三項の規定は、前項の場合について準用する。
③ 都道府県知事は、児童福祉施設の設備又は運営が第四十五条第一項の基準に達しないときは、その
施設の設置者に対し、必要な改善を勧告し、又はその施設の設置者がその勧告に従わず、かつ、児童福祉
に有害であると認められるときは、必要な改善を命ずることができる。
④ 都道府県知事は、児童福祉施設の設備又は運営が第四十五条第一項の基準に達せず、かつ、児童福
祉に著しく有害であると認められるときは、都道府県児童福祉審議会の意見を聴き、その施設の設置者に
対し、その事業の停止を命ずることができる。
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第一条 児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号。以下「法」という。）第四十五条第二項の厚生労
働省令で定める基準（以下「設備運営基準」という。）は、次の各号に掲げる基準に応じ、それぞれ当該各
号に定める規定による基準とする。
一 法第四十五条第一項の規定により、同条第二項第一号に掲げる事項について都道府県が条例を定め
るに当たつて従うべき基準 第八条ただし書（入所している者の保護に直接従事する職員に係る部分に限
る。）、第十七条、第二十一条、第二十二条、第二十二条の二第一項、第二十七条、第二十七条の二第一項、
第二十八条、第三十条第二項、第三十三条第一項（第三十条第一項において準用する場合を含む。）及び
第二項、第三十八条、第四十二条、第四十二条の二第一項、第四十三条、第四十九条、第五十八条、第六
十三条、第六十九条、第七十三条、第七十四条第一項、第八十条、第八十一条第一項、第八十二条、第八
十三条、第八十八条の三、第九十条並びに第九十四条から第九十七条までの規定による基準
二～三 略
四 法第四十五条第一項の規定により、同条第二項各号に掲げる事項以外の事項について都道府県が条
例を定めるに当たつて参酌すべき基準 この省令に定める基準のうち、前三号に定める規定による基準以
外のもの
２ 設備運営基準は、都道府県知事の監督に属する児童福祉施設に入所している者が、明るくて、衛生的な
環境において、素養があり、かつ、適切な訓練を受けた職員（児童福祉施設の長を含む。以下同じ。）の指
導により、心身ともに健やかにして、社会に適応するように育成されることを保障するものとする。
３ 厚生労働大臣は、設備運営基準を常に向上させるように努めるものとする。

（最低基準と児童福祉施設）
第四条 児童福祉施設は、最低基準を超えて、常に、その設備及び運営を向上させなければならない。
２ 最低基準を超えて、設備を有し、又は運営をしている児童福祉施設においては、最低基準を理由として、
その設備又は運営を低下させてはならない。

（設備の基準）
第三十七条 児童厚生施設の設備の基準は、次のとおりとする。
一 児童遊園等屋外の児童厚生施設には、広場、遊具及び便所を設けること。
二 児童館等屋内の児童厚生施設には、集会室、遊戯室、図書室及び便所を設けること。

（職員）
第三十八条 児童厚生施設には、児童の遊びを指導する者を置かなければならない。
２ 児童の遊びを指導する者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。
一 都道府県知事の指定する児童福祉施設の職員を養成する学校その他の養成施設を卒業した者
二 保育士（特区法第十二条の五第五項に規定する事業実施区域内にある児童厚生施設にあつては、保
育士又は当該事業実施区域に係る国家戦略特別区域限定保育士）の資格を有する者
三 社会福祉士の資格を有する者
四 学校教育法の規定による高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者、同法第九十条第二項の規定
により大学への入学を認められた者若しくは通常の課程による十二年の学校教育を修了した者（通常の課
程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修了した者を含む。）又は文部科学大臣がこれと同等以上
の資格を有すると認定した者であつて、二年以上児童福祉事業に従事したもの
五 教育職員免許法（昭和二十四年法律第百四十七号）に規定する幼稚園、小学校、中学校、義務教育学
校、高等学校又は中等教育学校の教諭の免許状を有する者
六 次のいずれかに該当する者であつて、児童厚生施設の設置者（地方公共団体以外の者が設置する児
童厚生施設にあつては、都道府県知事）が適当と認めたもの
イ 学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学
を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者（当該学科又は当該課程を修めて同法の
規定による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。）
ロ 学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学
を専修する学科又はこれらに相当する課程において優秀な成績で単位を修得したことにより、同法第百二
条第二項の規定により大学院への入学が認められた者
ハ 学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育
学を専攻する研究科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者
ニ 外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又
はこれらに相当する課程を修めて卒業した者
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第6章 児童厚生施設

(設備の基準)
第53条 児童遊園その他の屋外の児童厚生施設には、次に掲げる設備を設けなければならない。
(1) 広場
(2) 遊具
(3) 便所
2 児童館その他の屋内の児童厚生施設には、次に掲げる設備を設けなければならない。
(1) 集会室
(2) 遊戯室
(3) 図書室
(4) 便所

(従業者の配置の基準等)
第54条 児童厚生施設に配置しなければならない従業者は、児童の遊びを指導する者とする。
2 前項の児童の遊びを指導する者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。
(1) 基準省令第38条第2項第1号に規定する都道府県知事の指定する児童福祉施設の職員を養成する
学校その他の養成施設を卒業した者
(2) 保育士の資格を有する者
(3) 社会福祉士の資格を有する者
(4) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者、学校教育法第90条第2項の規定により大学への入学
を認められた者若しくは通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により
これに相当する学校教育を修了した者を含む。）又は文部科学大臣がこれと同等以上の資格を有すると認
定した者であって、2年以上児童福祉事業に従事したもの
(5) 教職員免許法（昭和24年法律第147号）に規定する幼稚園、小学校、中学校又は高等学校の教諭
の免許状を有する者
(6) 次のアからエまでのいずれかに該当する者であって、児童厚生施設の設置者（地方公共団体以外の
者が設置する児童厚生施設にあっては、知事）が適当と認めたもの
ア 大学において社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれら
に相当する課程を修めて卒業した者（当該学科又は当該課程を修めて学校教育法の規定による専門職大
学の前期課程を修了した者を含む。）
イ 大学において社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれら
に相当する課程において優秀な成績で単位を修得したことにより、学校教育法第102条第2項の規定によ
り大学院（学校教育法第97条に規定する大学院をいう。以下同じ。）への入学が認められた者
ウ 大学院において社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこ
れらに相当する課程を修めて卒業した者
エ 外国の大学において社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又は
これらに相当する課程を修めて卒業した者

(遊びの指導を行うに当たって遵守すべき事項)
第55条 児童厚生施設における遊びの指導は、児童の自主性、社会性及び創造性を高め、もって地域にお
ける児童の健全育成活動の助長を図るよう行われなければならない。

(業務の質の評価等)
第56条 児童厚生施設は、自らその行う法第40条に規定する業務の質の評価を行うとともに、定期的に外
部の者による評価を受けて、それらの結果を公表し、常に当該業務の質の改善を図るよう努めなければなら
ない。

(保護者との連絡)
第57条 児童厚生施設の長は、必要に応じ児童の健康及び行動について当該児童の保護者に連絡しなけ
ればならない。
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（設置）
第１条 児童の心身ともに健やかな育成を図るため、児童福祉法（昭和22年法律第164号）の規定に基づ
き、本市に児童館を設置する。

（名称及び位置）
第２条 児童館の名称及び位置は、次のとおりとする。

（事業）
第３条 児童館は、次に掲げる事業を行う。
(1) 児童の健康を増進し、情操を豊かにするための遊びの施設等を提供すること。
(2) 健全な遊びを通じ、児童の集団的又は個別的な指導を行うこと。
(3) 子ども会、母親クラブ等の地域組織活動の育成支援を図ること。
(4) 前３号に掲げるもののほか、地域の児童の健全育成のための活動その他の児童館の設置目的を達成
するために必要な事業

（使用できる者の範囲）
第４条 児童館を使用することができる者は、次に掲げるものとする。
(1) おおむね小学校終了までの児童。ただし、小学校就学前の児童については、保護者の同伴する者に限
る。
(2) 子ども会等児童によって組織された団体
(3) 母親クラブ等児童の健全育成を目的として組織された団体
(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が適当と認めた者
（使用の許可）
第５条 児童館を使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。
２ 市長は、前項の許可について必要な条件を付することができる。

（使用の制限）
第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、使用を許可せず、既にした許可を取り
消し、立入りを拒否し、又は退去を命ずることができる。
(1) 児童館の設置目的に反する使用をし、又はそのおそれがあるとき。
(2) この条例又はこの条例に基づく規則に違反し、又はそのおそれがあるとき。
(3) 公の秩序を乱し、若しくは善良な風俗を害し、又はそのおそれがあるとき。
(4) 児童館の施設を毀損し、若しくは滅失し、又はそのおそれがあるとき。
(5) 前各号に掲げるもののほか、管理運営上支障があると認められるとき。
２ 前項の規定による許可の取消し等により生じた損害については、市はその責めを負わない。

（使用料）
第７条 児童館の使用料は、無料とする。
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名称 位置

西原公園児童館 熊本市中央区九品寺4丁目24番4号

託麻児童館 熊本市東区長嶺東7丁目11番15号

秋津児童館 熊本市東区秋津3丁目15番1号

東部児童館 熊本市東区錦ケ丘1番1号

西部児童館 熊本市西区小島2丁目7番1号

花園児童館 熊本市西区花園5丁目8番3号

幸田児童館 熊本市南区幸田2丁目4番1号

南部児童館 熊本市南区南高江6丁目7番35号

城南児童館 熊本市南区城南町舞原451番地9

清水児童館 熊本市北区清水亀井町14番7号

龍田児童館 熊本市北区龍田弓削1丁目1番10号



（損害賠償の義務）
第８条 児童館を使用する者は、児童館の建物又は設備を毀損し、又は滅失したときは、速やかに原状に回
復し、又は市長が相当と認める損害額を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない理由がある
と認めるときは、この限りでない。

（運営審議会）
第９条 児童館（城南児童館を除く。）の運営を効果的に行うため、熊本市児童館運営審議会（以下「審議
会」という。）を置く。
２ 審議会の委員は、15人以内とし、市長が委嘱する。
３ 審議会の委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
４ 審議会に関し必要な事項は、市長が別に定める。

（指定管理者による管理）
第10条 城南児童館の管理は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の規定により、
法人その他の団体であって本市が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に行わせることができる。

（指定管理者の指定の手続）
第11条 前条の規定による指定を受けようとするものは、城南児童館の事業計画書その他規則で定める書
類を添えて、当該指定について市長に申請しなければならない。
２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、申請があったもののうちから、次に掲げる基準に最も適
合していると認めるものを選定し、議会の議決を経て指定管理者を指定するものとする。
(1) 城南児童館の運営が、利用者の平等利用を確保することができること。
(2) その事業計画書の内容が、城南児童館の効用を最大限に発揮させるとともにその管理に係る経費の
縮減が図られるものであること。
(3) その事業計画書に沿った管理を安定して行う能力を有していること。
(4) 第３条各号に掲げる事業について十分な専門的知識及び技能を持った人材を有していると認められ
ること。
(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が定める基準

（指定管理者が行う管理の基準）
第12条 指定管理者は、この条例に定めるもののほか、法令、この条例に基づく規則その他市長が定めると
ころに従い、城南児童館の管理を行わなければならない。

（指定管理者が行う業務）
第13条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。
(1) 城南児童館の使用の許可及びその取消しに関する業務
(2) 城南児童館の維持管理に関する業務
(3)  第３条各号に掲げる事業の実施に関する業務
(4) 前３号に掲げるもののほか、城南児童館の管理運営上市長が必要と認める業務
（協定の締結）
第14条 指定管理者は、指定を受けるときは、市と城南児童館の管理に関する協定を締結しなければなら
ない。
２ 前項の協定に定める事項は、規則で定める。

（指定の取消し等に係る損害賠償）
第15条 市長が指定管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止
を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、市はその賠償の責めを負わない。
（秘密保持義務等）
第16条 指定管理者及び指定管理者の行う事務に従事している者又は従事していた者は、熊本市個人情
報保護条例（平成13年条例第43号）第12条の２に規定するところにより個人情報を適切に管理するほか
、城南児童館の管理に関し知り得た秘密を漏らしてはならない。

（委任）
第17条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。
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附 則
（施行期日）
１ この条例は、平成24年４月１日から施行する。
（熊本市西原公園児童館条例の廃止）
２ 熊本市西原公園児童館条例（昭和52年条例第27号）は、廃止する。
（経過措置）
３ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前において、前項の規定による廃止前の熊本市西原公園
児童館条例第５条又は熊本市区の設置等に関する条例（平成23年条例第61号）附則第２項の規定によ
る廃止前の熊本市市民センター設置条例（昭和58年条例第７号。以下「廃止前の市民センター設置条例」
という。）第６条の規定によりなされた使用の許可で施行日以後の使用に係るものについては、第５条の規
定によりなされた使用の許可とみなす。
４ 施行日の前日において廃止前の市民センター設置条例第10条第２項の規定により委嘱されている熊本
市児童館運営審議会の委員（以下「旧熊本市児童館運営審議会委員」という。）は、第９条第２項の規定に
より審議会の委員として委嘱されたものとみなす。この場合において、その委嘱されたものとみなされる者の
最初の任期は、同条第３項の規定にかかわらず、旧熊本市児童館運営審議会委員の残任期間とする。
附 則

１ この条例は、平成26年3月1日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。
２ この条例を施行するために必要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。
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（趣旨）
第１条 この規則は、熊本市児童館条例（平成23年条例第80号。以下「条例」という。）の施行に関し必要
な事項を定めるものとする。

（開館時間）
第２条 児童館の開館時間は、午前９時から午後５時まで（城南児童館にあっては、午前９時30分から午後
５時30分まで）とする。ただし、市長が特に必要と認めたときは、これを変更することができる。

（休館日）
第３条 児童館の休館日は、次の各号に掲げる児童館の区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるとおりとす
る。ただし、市長が特に必要と認めたときは、これを変更し、臨時に休館することができる。
(1) 城南児童館以外の児童館 次に掲げる日
ア 月曜日（月曜日が休日（国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日をいう。
以下同じ。）に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日）
イ 12月29日から翌年１月３日まで
(2) 城南児童館 次に掲げる日
ア 毎月の第４水曜日（当該水曜日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でな

い日）
イ 12月29日から翌年１月４日まで

（使用手続）
第４条 児童館を使用（団体による使用を除く。）しようとする者は、児童館使用証（様式第１号。以下「使用
証」という。）の交付を受けなければならない。
２ 前項の規定により使用証の交付を受けた者は、条例第５条第１項の許可を受けたものとみなす。

（使用証）
第５条 前条第１項の規定により使用証の交付を受けた者が児童館を使用するときは、当該使用証を受付
に提示しなければならない。

（団体使用手続）
第６条 児童館を団体で使用しようとするときは、使用日前７日までに児童館団体使用許可申請書（様式第
２号）を市長に提出しなければならない。
２ 市長は、前項に規定する申請書を審査し、児童館の使用を適当と認めたときは、児童館団体使用許可証
（様式第３号）を交付するものとする。

（使用者の遵守事項）
第７条 第４条及び前条の許可を受けて児童館を使用する者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。
(1) 児童館内で飲食し、又は火気を使用しないこと。ただし、市長が特に認める場合は、この限りでない。
(2) 児童館内で喫煙しないこと。
(3) 児童館内で物品を展示し、販売し、又はこれらに類する行為をしないこと。ただし、市長が特に認める場
合は、この限りでない。
(4) 使用した設備、備品等は、原状に復して整理整頓をすること。
(5) 他人に迷惑を及ぼすおそれのある行為をしないこと。
(6) 人に危害を及ぼし、若しくは迷惑となる物品又は動物等（身体障害者補助犬を除く。）を持ち込まない
こと。
(7) 児童館の職員の指示に従うこと。
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（審議会の構成）
第８条 条例第９条の熊本市児童館運営審議会（以下「審議会」という。）の委員は、次に掲げる者のうちか
ら市長が委嘱する。
(1) 学識経験者
(2) 公民館の代表者
(3) 児童委員
(4) 学校長
(5) PTAの代表者
(6) ボランティア団体の代表者
(7) 子ども会の代表者
(8) 母親クラブの代表者
(9) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認めた者

（付議事項）
第９条 審議会は、次に掲げる事項について審議する。
(1) 児童館の運営方針に関すること。
(2) 児童館の使用の普及に関すること。

（指定申請書に添付する書類）
第10条 条例第11条第１項に規定する規則で定める書類は、次のとおりとする。
(1) 収支予算書
(2) 当該団体の定款又は寄附行為の写し及び登記事項証明書（法人以外の団体にあっては、当該団体
の目的、組織、運営等を明らかにした会則、規約その他の書類）
(3) 当該団体の前事業年度の貸借対照表、損益計算書、利益処分に関する書類及び財産目録（これらの
書類を作成する義務がないものにあっては、これらに類する書類）
(4) 条例第11条第２項第４号に掲げる基準を満たすことを説明する書類
(5) 市税滞納有無調査承諾書
(6) 都道府県労働局等が発行する労働保険料に係る納付証明書
(7) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類

（協定に定める事項）
第11条 条例第14条第２項に規定する協定に定める事項は、次のとおりとする。
(1) 指定期間に関する事項
(2) 管理業務の内容に関する事項
(3) 事業計画に関する事項
(4) 開館時間及び休館日に関する事項
(5) 管理業務及び経理状況の報告等に関する事項
(6) 事業報告書に関する事項
(7) 本市が支払うべき管理に係る費用に関する事項
(8) 指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項
(9) 管理業務を行うに当たって保有する個人情報の保護に関する事項
(10) 事故及び損害の賠償に関する事項
(11) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項

（雑則）
第12条 この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。ただし、
審議会の運営に関し必要な事項は、審議会が定める。
附 則

（施行期日）
１ この規則は、平成24年４月１日から施行する。
（略）
附 則
この規則は、平成26年３月１日から施行する。
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（目的）
第１条 この規程は、熊本市児童館運営審議会（以下「審議会」という。）の運営に関して必要な事項を定め
るものとする。
（委員長及び職務代理者）
第２条 審議会には、委員の互選により委員長を置く。
２ 委員長は、審議会を代表し、会務を総理する。
３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員が委員長の職務を代理する。
（会議）
第３条 審議会の会議は、委員長が招集し、議長となる。
２ 審議会は、委員の過半数以上が出席しなければ開くことができない。
３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
（委任）
第４条 この規程に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、審議会が定める。

附 則
この規程は、平成１３年８月２８日から施行する。
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子 発 1 0 0 1 第 １ 号 

平 成 30 年 10 月 １日 

 

 

各 都 道 府 県 知 事 

各 指 定 都 市 市 長    殿 

各 中 核 市 市 長 

 

厚生労働省子ども家庭局長 

（   公  印  省  略   ）  

 

児童館ガイドラインの改正について（通知） 

 

このたび、平成 23 年３月に策定した「児童館ガイドライン」を別紙のとおり改正をした

ので通知する。 

改正の方向性としては、昨今の児童福祉法改正や、子どもの福祉的な課題への対

応、子育て支援に対する児童館が持つ機能への期待を踏まえたものであり、主に次の

観点から改正を行っている。 

・児童福祉法改正及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、子どもの意見の 

尊重、子どもの最善の利益の優先等について示したこと 

・児童福祉施設としての役割に基づいて、児童館の施設特性を新たに示し、①拠点 

性、②多機能性、③地域性の３点に整理したこと 

・子どもの理解を深めるため、発達段階に応じた留意点を示したこと 

・児童館の職員に対し、配慮を必要とする子どもへの対応として、いじめや保護者の

不適切な養育が疑われる場合等への適切な対応を求めたこと 

・子育て支援の実施について、乳幼児支援や中・高校生世代と乳幼児の触れ合い

体験の取組の実施等内容を加筆したこと 

・大型児童館の機能・役割について新たに示したこと 

 

貴職におかれては、今般のガイドラインの改正を踏まえ、児童館の運営等が一層充

実されるよう貴管内の地方公共団体及び各児童館等の関係者に周知されたく併せて

お願いする。 

これに伴い、「児童館ガイドラインについて」（平成 23 年３月 31 日雇児発 0331 第９

号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）の通知は廃止する。 

本通知は、地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 245 条の４第 1 項に規定する技

術的な助言に当たるものである。 
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（別紙） 

 

 

「児童館ガイドライン」 

 

 

第１章 総則 

 

１ 理念 

児童館は、児童の権利に関する条約（平成６年条約第２号）に掲げられた精神及び児童 

福祉法（昭和 22年法律第 164 号。以下「法」という。）の理念にのっとり、子どもの心身 

の健やかな成長、発達及びその自立が図られることを地域社会の中で具現化する児童福

祉施設である。ゆえに児童館はその運営理念を踏まえて、国及び地方公共団体や保護者を

はじめとする地域の人々とともに、年齢や発達の程度に応じて、子どもの意見を尊重し、

その最善の利益が優先して考慮されるよう子どもの育成に努めなければならない。 

 

２ 目的 

  児童館は、18歳未満のすべての子どもを対象とし、地域における遊び及び生活の援助 

と子育て支援を行い、子どもの心身を育成し情操をゆたかにすることを目的とする施設 

である。 

 

３ 施設特性 

⑴ 施設の基本特性 

児童館は、子どもが、その置かれている環境や状況に関わりなく、自由に来館して過 

  ごすことができる児童福祉施設である。児童館がその役割を果たすためには、次のこと 

を施設の基本特性として充実させることが求められる。 

① 子どもが自らの意思でひとりでも利用することができる。 

② 子どもが遊ぶことができる。 

③ 子どもが安心してくつろぐことができる。 

④ 子ども同士にとって出会いの場になることができる。 

⑤ 年齢等の異なる子どもが一緒に過ごし、活動を共にすることができる。 

⑥ 子どもが困ったときや悩んだときに、相談したり助けてもらえたりする職員がい 

る。 

 

⑵ 児童館における遊び 

子どもの日常生活には家庭・学校・地域という生活の場がある。子どもはそれぞれの 

場で人やものと関わりながら、遊びや学習、休息や団らん、文化的・社会的な体験活動 

などを行う。特に、遊びは、生活の中の大きな部分を占め、遊び自体の中に子どもの発 

達を増進する重要な要素が含まれている。 
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⑶ 児童館の特性 

児童館における遊び及び生活を通じた健全育成には、子どもの心身の健康増進を図 

り、知的・社会的適応能力を高め、情操をゆたかにするという役割がある。このことを 

踏まえた児童館の特性は以下の３点である。 

① 拠点性 

児童館は、地域における子どものための拠点（館）である。 

子どもが自らの意思で利用でき、自由に遊んだりくつろいだり、年齢の異なる子ど 

   も同士が一緒に過ごすことができる。そして、それを支える「児童の遊びを指導する 

者」（以下「児童厚生員」という。）がいることによって、子どもの居場所となり、地 

域の拠点となる。 

② 多機能性 

児童館は、子どもが自由に時間を過ごし遊ぶ中で、子どものあらゆる課題に直接関 

   わることができる。これらのことについて子どもと一緒に考え、対応するとともに、 

必要に応じて関係機関に橋渡しすることができる。そして、子どもが直面している福 

祉的な課題に対応することができる。 

③ 地域性 

児童館では、地域の人々に見守られた安心・安全な環境のもとで自ら成長していく 

   ことができ、館内のみならず子どもの発達に応じて地域全体へ活動を広げていくこ 

とができる。そして、児童館は、地域の住民と、子どもに関わる関係機関等と連携し 

て、地域における子どもの健全育成の環境づくりを進めることができる。 

 

４ 社会的責任 

 ⑴ 児童館は、子どもの人権に十分に配慮し権利擁護に努めるとともに、子ども一人ひと 

りの人格を尊重し、子どもに影響のある事柄に関して、子どもが意見を述べ参加する 

ことを保障する必要がある。  

⑵ 児童館は、地域社会との交流や連携を図り、保護者や地域社会に児童館が行う活動内 

容を適切に説明するよう努めなければならない。  

⑶ 児童館は、子どもの利益に反しない限りにおいて、子どもや保護者のプライバシーの 

保護、業務上知り得た事柄の秘密保持に留意しなければならない。 

⑷ 児童館は、子どもや保護者の苦情等に対して迅速かつ適切に対応して、その解決を図 

るよう努めなければならない。 

 

第２章 子ども理解 

 

本章では、児童館の対象となる子どもの発達を理解するための基礎的視点を示している。

児童館では、子どもの発達の特徴や発達過程を理解し、発達の個人差を踏まえて、一人ひと

りの心身の状態を把握しながら子どもの育成に努めることが求められる。 

 

１ 乳幼児期 

  乳幼児は、大人によって生命を守られ、愛され、信頼されることにより、情緒が安定す 
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るとともに、人への信頼感が育つ。そして、身近な環境に興味や関心を持ち、自発的に働 

きかけるなど、次第に自我が芽生える。 

乳幼児は、大人との信頼関係を基にして、子ども同士の関係を持つようになる。この相 

互の関わりを通じて、身体的な発達及び知的な発達とともに、情緒的、社会的及び道徳的 

な発達が促される。特に、乳幼児は遊びを通して仲間との関係性を育む。この時期に多様 

な経験により培われた豊かな感性、好奇心、探究心や思考力は、その後の生活や学びの基 

礎となる。 

 

２ 児童期 

６歳から 12 歳は、子どもの発達の時期区分において幼児期と思春期との間にあり、児

童期と呼ばれる。児童期の子どもは、知的能力や言語能力、規範意識等が発達し、身長  

や体重の増加に伴って体力が向上する。これに伴い、多様で創意工夫が加わった遊びを創 

造できるようになる。  

おおむね６歳～８歳には、読み・書き・計算の基本的技能の習得が始まり、成長を実感 

する一方で、幼児期の特徴を残している。大人に見守られる中で努力し、自信を深めてい 

くことができる。 

おおむね９歳～10歳には、抽象的な言語を用いた思考が始まり、学習面でのつまずき 

もみられ始める。同年代の仲間や集団を好み、大人に頼らずに行動しようとする。 

おおむね 11 歳～12歳には、知識が広がり、計画性のある生活を営めるようになる。思 

春期・青年期の発達的特徴の芽生えが見られ、遊びの内容や仲間集団の構成が変化し始め 

る。自立に向けて少人数の仲間ができ、個人的な関係を大切にし始める。 

 

３ 思春期 

  13 歳から 18 歳は、発達の時期区分では思春期であり、自立へ向かう時期である。この 

時期の大きな特徴は、自己と他者との違いを意識しながら、アイデンティティの確立に思 

い悩み、将来に対して大きな不安を感じることである。児童館は、中学生、高校生等の子  

ども（以下「中・高校生世代」という。）が集い、お互いの気持ちを表現し合うことによ 

り、自分と仲間に対して信頼と安心を抱き、安定した生活の基盤を築くことができる。 

文化的・芸術的活動、レクリエーション等に、自らの意思で挑戦することを通して、成 

長することができる。自己実現の場を提供し、その葛藤や成長に寄り添い、話を聴くこと 

で、心配や不安を軽減し、喜びを共有するような役割が求められる。自己効力感や自己肯 

定感の醸成も自立に向かうこの時期には重要である。 

 

第３章 児童館の機能・役割 

 

本章では、児童館の理念と目的に基づく機能・役割を５項目に区分して示している。この

章は、第４章の活動内容と合わせて理解することが求められる。 

 

１ 遊び及び生活を通した子どもの発達の増進 

子どもは、遊びやくつろぎ、出会い、居場所、大人の助けなどを求めて児童館を利用す 

35



4 
 

る。その中で、子どもは遊びや友達、児童厚生員との関わりなどを通じて、自主性、社会 

性、創造性などを育んでいく。 

児童厚生員は、子ども一人ひとりと関わり、子どもが自ら遊びたいことを見つけ、楽し 

く過ごせるように援助し、子どもの遊びや日常の生活を支援していく。 

特に遊びの場面では、児童厚生員が子どもの感情・気分・雰囲気や技量の差などに心を 

配り、子ども同士が遊びを通じて成長し合えるように援助することが求められる。 

そのため、児童厚生員は一人ひとりの子どもの発達特性を理解し、遊び及び生活の場で 

の継続的な関わりを通して適切な支援をし、発達の増進に努めることが求められる。 

 

２ 子どもの安定した日常の生活の支援 

児童館は、子どもの遊びの拠点と居場所となることを通して、その活動の様子から、必 

要に応じて家庭や地域の子育て環境の調整を図ることによって、子どもの安定した日常 

の生活を支援することが大切である。 

児童館が子どもにとって日常の安定した生活の場になるためには、最初に児童館を訪 

れた子どもが「来てよかった」と思え、利用している子どもがそこに自分の求めている場 

や活動があって、必要な場合には援助があることを実感できるようになっていることが 

必要となる。そのため、児童館では、訪れる子どもの心理と状況に気付き、子どもと信頼 

関係を築く必要がある。 

 

３ 子どもと子育て家庭が抱える可能性のある課題の発生予防・早期発見と対応 

子どもと子育て家庭が抱える可能性のある課題の発生を予防し、かつ早期発見に努め、 

専門機関と連携して適切に対応すること。その際、児童館を利用する子どもや保護者の様 

子を観察することや、子どもや保護者と一緒になって活動していく中で、普段と違ったと 

ころを感じ取ることが大切である。 

 

４ 子育て家庭への支援 

子育て家庭に対する相談・援助を行い、子育ての交流の場を提供し、地域における子育 

て家庭を支援すること。 

その際、地域や家庭の実態等を十分に考慮し、保護者の気持ちを理解し、その自己決定 

を尊重しつつ、相互の信頼関係を築くことが大切である。 

また、乳幼児を対象とした活動を実施し、参加者同士で交流できる場を設け、子育ての 

交流を促進する。 

さらに、地域における子育て家庭を支援するために、地域の子育て支援ニーズを把握す 

るよう努める。 

 

５ 子どもの育ちに関する組織や人とのネットワークの推進 

地域組織活動の育成を支援し、子どもの育ちに関する組織や人とのネットワークの中 

心となり、地域の子どもを健全に育成する拠点としての役割を担うこと。 

その際、地域の子どもの健全育成に資するボランティア団体や活動と連携し、地域で子 

育てを支え合う環境づくりに協力することが求められる。 

36



5 
 

第４章 児童館の活動内容  

 

 本章では、第３章の児童館の機能・役割を具体化する主な活動内容を８項目に分けて示し

ている。実際の活動に当たっては、この章を参照しながら、子どもや地域の実情を具体的に

把握し、創意工夫して取り組むことが望まれる。 

 

１ 遊びによる子どもの育成 

 ⑴ 子どもにとっては、遊びが生活の中の大きな部分を占め、遊び自体の中に子どもの発 

達を増進する重要な要素が含まれている。このことを踏まえ、子どもが遊びによって 

心身の健康を増進し、知的・社会的能力を高め、情緒をゆたかにするよう援助するこ 

と。 

⑵ 児童館は、子どもが自ら選択できる自由な遊びを保障する場である。それを踏まえ、 

子どもが自ら遊びを作り出したり遊びを選択したりすることを大切にすること。 

⑶ 子ども同士が同年齢や異年齢の集団を形成して、様々な活動に自発的に取り組める 

ように援助すること。 

 

２ 子どもの居場所の提供 

⑴ 児童館は、子どもが安全に安心して過ごせる居場所になることが求められる。そのた 

め、自己効力感や自己肯定感が醸成できるような環境づくりに努めるとともに、子ど 

もの自発的な活動を尊重し、必要に応じて援助を行うこと。 

⑵ 児童館は、中・高校生世代も利用できる施設である。受入れに際しては、実際に利用 

可能な環境づくりに努めること。また、中・高校生世代は、話し相手や仲間を求め、 

自分の居場所として児童館を利用するなどの思春期の発達特性をよく理解し、自主 

性を尊重し、社会性を育むように援助すること。 

⑶ 児童館を利用した経験のある若者を支援し、若者の居場所づくりに協力することに 

も配慮すること。 

 

３ 子どもが意見を述べる場の提供 

⑴ 児童館は、子どもの年齢及び発達の程度に応じて子どもの意見が尊重されるように 

努めること。 

⑵ 児童館の活動や地域の行事に子どもが参加して自由に意見を述べることができるよ 

うにすること。 

⑶ 子どもの話し合いの場を計画的に設け、中・高校生世代が中心となり子ども同士の役 

割分担を支援するなど、自分たちで活動を作り上げることができるように援助する

こと。 

⑷ 子どもの自発的活動を継続的に支援し、子どもの視点や意見が児童館の運営や地域 

の活動に生かせるように努めること。 

 

４ 配慮を必要とする子どもへの対応 

⑴ 障害のある子どもへの対応は、障害の有無にかかわらず子ども同士がお互いに協力 

37



6 
 

できるよう活動内容や環境について配慮すること。 

⑵ 家庭や友人関係等に悩みや課題を抱える子どもへの対応は、家庭や学校等と連絡を 

とり、適切な支援をし、児童館が安心できる居場所となるように配慮すること。 

⑶ 子どもの間でいじめ等の関係が生じないように配慮するとともに、万一そのような 

問題が起きた時には早期対応に努め、児童厚生員等が協力して適切に対応すること。 

⑷ 子どもの状況や家庭の状況の把握により、保護者に不適切な養育等が疑われる場合 

には、市町村（特別区を含む。以下同じ。）や関係機関と連携し、要保護児童対策地 

域協議会で協議するなど、適切に対応することが求められること。 

⑸ 児童虐待が疑われる場合には、市町村又は児童相談所に速やかに通告し、関係機関と 

連携して適切な対応を図ること。 

⑹ 子どもに福祉的な課題があると判断した場合には、地域のニーズを把握するための 

包括的な相談窓口としての機能を生かし、地域や学校その他相談機関等の必要な社 

会資源との連携により、適切な支援を行うこと。 

⑺ 障害のある子どもの利用に当たっては、障害を理由とする差別の解消の推進に関す 

る法律（平成 25 年法律第 65号）に基づき、合理的配慮に努めること。 

 

５ 子育て支援の実施 

⑴ 保護者の子育て支援 

① 子どもとその保護者が、自由に交流できる場を提供し、交流を促進するように配慮

すること。 

② 子どもの発達上の課題について、気軽に相談できるような子育て支援活動を実施

し、保護者が広く地域の人々との関わりをもてるように支援すること。 

③ 児童虐待の予防に心掛け、保護者の子育てへの不安や課題には関係機関と協力し

て継続的に支援するとともに、必要に応じ相談機関等につなぐ役割を果たすこと。 

④ 児童館を切れ目のない地域の子育て支援の拠点として捉え、妊産婦の利用など幅

広い保護者の子育て支援に努めること。 

 

⑵ 乳幼児支援 

① 乳幼児は保護者とともに利用する。児童館は、保護者と協力して乳幼児を対象とし

た活動を実施し、参加者同士で交流できる場を設け、子育ての交流を促進すること。 

② 子育て支援活動の実施に当たっては、子どもの発達課題や年齢等を十分に考慮し

て行うこと。また、計画的・定期的に実施することにより、子どもと保護者との関

わりを促すこと。さらに、参加者が役割分担をするなどしながら主体的に運営でき

るように支援すること。 

 

⑶ 乳幼児と中・高校生世代等との触れ合い体験の取組 

① 子育てにおける乳幼児と保護者の体験を広げ、子どもへの愛情を再認識する機会

になるとともに、中・高校生世代等の子どもを乳幼児の成長した姿と重ね合わせる

機会となるよう取り組むこと。 

② 中・高校生世代をはじめ、小学生も成長段階に応じて子どもを生み育てることの意
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義を理解し、子どもや家庭の大切さを理解することが期待できるため、乳幼児と触

れ合う機会を広げるための取組を推進すること。 

③ 実施に当たっては、乳幼児の権利と保護者の意向を尊重し、学校・家庭や母親クラ

ブ等との連携を図りつつ行うこと。 

 

⑷ 地域の子育て支援 

① 地域の子育て支援ニーズを把握し、包括的な相談窓口としての役割を果たすよう

に努めること。 

② 子育て支援ニーズの把握や相談対応に当たっては、保育所、学校等と連携を密にし

ながら行うこと。 

③ 地域住民やＮＰＯ、関係機関と連携を図り、協力して活動するなど子育てに関する

ネットワークを築き、子育てしやすい環境づくりに努めること。 

 

６ 地域の健全育成の環境づくり 

⑴ 児童館の活動内容等を広報するとともに、地域の様々な子どもの育成活動に協力す 

るなど、児童館活動に関する理解や協力が得られるように努めること。 

⑵ 児童館を利用する子どもが地域住民と直接交流できる機会を設けるなど、地域全体 

で健全育成を進める環境づくりに努めること。 

⑶ 子どもの健全育成を推進する地域の児童福祉施設として、地域組織活動等の協力を 

得ながら、その機能を発揮するように努めること。 

⑷ 地域の児童遊園や公園、子どもが利用できる施設等を活用したり、児童館がない地域 

に出向いたりして、遊びや児童館で行う文化的活動等の体験の機会を提供するよう 

に努めること。 

 

７ ボランティア等の育成と活動支援 

⑴ 児童館を利用する子どもが、ボランティアリーダーとして仲間と積極的に関わる中 

で組織的に活動し、児童館や地域社会で自発的に活動できるように支援すること。 

⑵ 児童館を利用する子どもが、ボランティアとして適宜、活動できるように育成・援助 

し、成人になっても児童館とのつながりが継続できるようにすること。 

⑶ 地域住民が、ボランティア等として児童館の活動に参加できる機会を提供し、地域社 

会でも自発的に活動ができるように支援すること。 

⑷ 中・高校生世代、大学生等を対象としたボランティアの育成や職場体験、施設実習の 

受入れなどに努めること。 

 

８ 放課後児童クラブの実施と連携 

⑴ 児童館で放課後児童クラブを実施する場合には、放課後児童健全育成事業の設備及 

び運営に関する基準（平成 26年厚生労働省令第 63 号）及び放課後児童クラブ運営 

指針（平成 27年雇児発 0331 第 34 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）に基 

づいて行うよう努め、児童館の持つ機能を生かし、次のことに留意すること。 

① 児童館に来館する子どもと放課後児童クラブに在籍する子どもが交流できるよう 
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  遊びや活動に配慮すること。 

② 多数の子どもが同一の場所で活動することが想定されるため、児童館及び放課後 

  児童クラブのそれぞれの活動が充実するよう、遊びの内容や活動場所等について 

配慮すること。 

③ 放課後児童クラブの活動は、児童館内に限定することなく近隣の環境を活用する 

  こと。 

⑵ 児童館での活動に、近隣の放課後児童クラブの子どもが参加できるように配慮する 

とともに、協力して行事を行うなどの工夫をすること。 

 

第５章 児童館の職員 

 

本章では、すべての児童館職員に関わる児童館活動及び運営に関する主な業務と館長、児

童厚生員のそれぞれの職務について示すとともに 、児童館の社会的責任に基づく職場倫理

のあり方と運営内容向上のための研修等について記述している。児童館職員は、児童福祉施

設としての特性を理解して、職務に取り組むことが求められる。 

 

１ 児童館活動及び運営に関する業務  

⑴ 児童館の目標や事業計画、活動計画を作成する。 

⑵ 遊びの環境と施設の安全点検、衛生管理、清掃や整理整頓を行う。 

⑶ 活動や事業の結果を職員間で共有し振り返り、充実・改善に役立てる。 

⑷ 運営に関する申合せや引継ぎ等のための会議や打合せを行う。 

⑸ 日常の利用状況や活動の内容等について記録する。 

⑹ 業務の実施状況や施設の管理状況等について記録する。 

⑺ 広報活動を通じて、児童館の内容を地域に発信する。 

 

２ 館長の職務 

児童館には館長を置き、主な職務は以下のとおりとする。 

⑴ 児童館の利用者の状況を把握し、運営を統括する。 

⑵ 児童厚生員が業務を円滑に遂行できるようにする。 

⑶ 子育てを支援する人材や組織、地域の社会資源等との連携を図り、子育て環境の充実 

に努める。 

⑷ 利用者からの苦情や要望への対応を職員と協力して行い、運営や活動内容の充実と 

職員の資質の向上を図る。 

⑸ 子育てに関する相談に応じ、必要な場合は関係機関と連携して解決に努める。 

⑹ 必要に応じ子どもの健康及び行動につき、その保護者に連絡しなければならない。 

 

３ 児童厚生員の職務 

児童館には児童厚生員を置き、主な職務は以下のとおりとする。なお、子どもや保護者 

と関わる際には、利用者の気持ちに寄り添った支援が求められる。 

⑴ 子どもの育ちと子育てに関する地域の実態を把握する。  
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⑵ 子どもの遊びを援助するとともに、遊びや生活に密着した活動を通じて子ども一人 

ひとりと子ども集団の主体的な成長を支援する。 

⑶ 発達や家庭環境などの面で特に援助が必要な子どもへの支援を行う。 

⑷ 地域の子どもの活動や、子育て支援の取組を行っている団体等と協力して、子どもの 

遊びや生活の環境を整備する。 

⑸ 児童虐待を防止する観点から保護者等利用者への情報提供などを行うとともに、早 

期発見に努め、対応・支援については市町村や児童相談所と協力する。 

⑹ 子どもの活動の様子から配慮が必要とされる子どもについては、個別の記録をとり 

継続的な援助ができるようにする。  

⑺ 子育てに関する相談に応じ、必要な場合は関係機関と連携して解決に努める。 

 

４ 児童館の職場倫理  

⑴ 職員は倫理規範を尊重し、常に意識し、遵守することが求められる。また活動や指導 

内容の向上に努めなければならない。これは、児童館で活動するボランティアにも求 

められることである。 

⑵ 職員に求められる倫理として、次のようなことが考えられる。 

① 子どもの人権尊重と権利擁護、子どもの性差・個人差ヘの配慮に関すること。 

② 国籍、信条又は社会的な身分による差別的な取扱の禁止に関すること。 

③ 子どもに身体的・精神的苦痛を与える行為の禁止に関すること。 

④ 個人情報の取扱とプライバシーの保護に関すること。 

⑤ 保護者、地域住民への誠意ある対応と信頼関係の構築に関すること。 

⑶ 子どもに直接関わる大人として身だしなみに留意すること。 

⑷ 明文化された児童館職員の倫理規範を持つこと。 

 

５ 児童館職員の研修 

⑴ 児童館の職員は、積極的に資質の向上に努めることが必要である。 

⑵ 児童館の運営主体は、様々な機会を活用して研修を実施し、職員の資質向上に努めな 

ければならない。 

⑶ 市町村及び都道府県は、児童館の適切な運営を支えるよう研修等の機会を設け、館長、 

児童厚生員等の経験に応じた研修内容にも配慮すること。 

⑷ 研修が日常活動に生かされるように、職員全員が子どもの理解と課題を共有し対応 

を協議する機会を設けること。 

 

第６章 児童館の運営 

 

 本章では、「児童館の設置運営について」（平成２年８月７日厚生省発児第 123 号厚生事務

次官通知。以下、「設置運営要綱」という。）等に基づいて、児童館の設備と運営主体・運営

管理のあり方について記述している。児童館の運営主体は、本ガイドラインの全体を理解し

て、適正な運営に努めることが求められる。 
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１ 設備 

児童館活動を実施するために、以下の設備・備品を備えること。 

 

⑴ 集会室、遊戯室、図書室、相談室、創作活動室、便所、事務執行に必要な設備のほか、 

必要に応じて、以下の設備・備品を備えること。 

① 静養室及び放課後児童クラブ室等 

② 中・高校生世代の文化活動、芸術活動等に必要なスペースと備品等 

③ 子どもの年齢や発達段階に応じた活動に必要な遊具や備品等 

⑵ 乳幼児や障害のある子どもの利用に当たって、安全を確保するとともに利用しやす 

い環境に十分配慮し、必要に応じ施設の改善や必要な備品等を整備すること。 

 

２ 運営主体 

⑴ 児童館の運営については、子どもの福祉や地域の実情を十分に理解し、安定した財政 

基盤と運営体制を有し、継続的・安定的に運営できるよう努めること。 

⑵ 運営内容について、自己評価を行い、その結果を公表するよう努め、評価を行う際に 

は、利用者や地域住民等の意見を取り入れるよう努めること。また、可能な限り第三 

者評価を受けることが望ましい。 

⑶ 市町村が他の者に運営委託等を行う場合には、その運営状況等について継続的に確 

認・評価し、十分に注意を払うこと。 

 

３ 運営管理 

⑴ 開館時間 

① 開館日・開館時間は、対象となる子どもの年齢、保護者の利用の利便性など、地域 

  の実情に合わせて設定すること。 

② 学校の状況や地域のニーズに合わせて柔軟に運営し、不規則な休館日や開館時間 

  を設定しないようにすること。 

 

⑵ 利用する子どもの把握・保護者との連絡 

① 児童館を利用する子どもについて、住所、氏名、年齢、緊急時の連絡先等を、必要 

  に応じて登録するなどして把握に努めること。 

② 児童館でのケガや体調不良等については、速やかに保護者へ連絡すること。 

 

⑶ 運営協議会等の設置 

① 児童館活動の充実を図るため、児童委員、社会福祉協議会、母親クラブ等の地域組 

  織の代表者の他、学識経験者、学校教職員、子ども、保護者等を構成員とする運営 

協議会等を設置し、その意見を聴くこと。 

② 子どもを運営協議会等の構成員にする場合には、会議時間の設定や意見発表の 

機会等があることを事前に知らせるなどに配慮し、子どもが参加しやすく発言し 

やすい環境づくりに努めること。 

③ 運営協議会等は、年間を通して定期的に開催する他、臨時的に対応すべき事項が生 
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  じた場合は、適宜開催すること。 

 

⑷ 運営管理規程と法令遵守 

① 事業の目的及び運営の方針、利用する子どもの把握、保護者との連絡、事故防止、 

  非常災害対策、子どもや保護者の人権への配慮、子どもの権利擁護、守秘義務、個 

人情報の管理等の重要事項に関する運営管理規程を定めること。 

② 運営管理の責任者を定め、法令を遵守し職場倫理を自覚して職務に当たるよう、以 

  下の項目について組織的に取り組むこと。 

ア 子どもや保護者の人権への配慮、一人ひとりの人格の尊重と子どもの権利擁護 

イ 虐待等の子どもの心身に有害な影響を与える行為の禁止 

ウ 国籍、信条又は社会的な身分による差別的取扱の禁止 

エ 業務上知り得た子どもや家族の秘密の守秘義務の遵守 

オ 関係法令に基づく個人情報の適切な取扱、プライバシーの保護 

カ 保護者への誠実な対応と信頼関係の構築 

キ 児童厚生員等の自主的かつ相互の協力、研鑽を積むことによる、事業内容の向上 

ク 事業の社会的責任や公共性の自覚 

 

⑸ 要望、苦情への対応  

① 要望や苦情を受け付ける窓口を設け、子どもや保護者に周知し、要望や苦情の対応 

  の手順や体制を整備して迅速な対応を図ること。 

② 苦情対応については、苦情解決責任者、苦情受付担当者、第三者委員の設置や解決 

  に向けた手順の整理等、迅速かつ適切に解決が図られる仕組みを作ること。 

 

⑹ 職員体制と勤務環境の整備    

① 児童館の職員には、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和 23 年厚生省 

  令第 63 号）第 38条に規定する「児童の遊びを指導する者」（児童厚生員）の資格 

を有する者を２人以上置き、必要に応じその他の職員を置くこと。また、児童福祉 

事業全般との調整が求められるため、「社会福祉士」資格を有する者の配置も考慮 

すること。 

② 児童館の運営責任者は、職員の勤務状況等を把握し、また、職員が健康･安全に勤 

務できるよう、健康診断の実施や労災保険、厚生保険や雇用保険に加入するなど、

その勤務環境の整備に留意すること。また、安全かつ円滑な運営のため、常に児童

厚生員相互の協力・連携がなされるよう配慮すること。 

 

第７章 子どもの安全対策・衛生管理 

 

本章では、児童館における事故やケガの防止や対応、感染症や防災・防火・防犯等の安全

対策について記述している。なお、安全対策には危機管理として危険の予測・防止の取組、

発生した場合の適切な対応等に取り組むべきことが含まれている。 
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１ 安全管理･ケガの予防 

⑴ 事故やケガの防止と対応 

子どもの事故やケガを防止するため、安全対策、安全学習、安全点検と補修、緊急時 

の対応等に留意し、その計画や実施方法等について整えておくこと。 

 

⑵ 施設・遊具の安全点検・安全管理 

① 日常の点検は、安全点検簿やチェックリスト等を設け、施設の室内及び屋外・遊具 

  等の点検を毎日実施すること。その安全点検の対象には、児童館としての屋外活動 

も含まれる。 

② より詳細な点検を定期的に行うこと。定期的な点検に当たっては、記録をとり、改 

  善すべき点があれば迅速に対応すること。 

③ 子どもに施設・遊具の適切な利用方法を伝え、安全に遊べるようにすること。 

 

⑶ 事故やケガの緊急時対応 

① 緊急時の連絡先(救急車他)や地域の医療機関等についてあらかじめ把握して、職 

  員全員で共有する。緊急時には速やかに対応できるようマニュアルを作成し、それ 

に沿った訓練を行うこと。 

② 子どものケガや病気の応急処置の方法について、日頃から研修や訓練に参加し、Ａ 

  ＥＤ（自動体外式除細動器）、「エピペン®」等の知識と技術の習得に努めること。 

また、緊急時の応急処置に必要な物品についても常備しておくことが重要であり、 

ＡＥＤの設置が望ましい。 

③ 事故やケガの発生時には、直ちに保護者への報告を行うこと。 

④ 事故やケガの発生時には、事故報告書を作成し、市町村に報告すること。 

 

２ アレルギー対策   

⑴ アレルギー疾患のある子どもの利用に当たっては、保護者と協力して適切な配慮に 

努めること。 

⑵ 児童館で飲食を伴う活動を実施するときは、事前に提供する内容について具体的に 

示し周知を行い、誤飲事故や食物アレルギーの発生予防に努めること。特に、食物ア 

レルギーについては、子どもの命に関わる事故を起こす可能性もあるため、危機管理 

の一環として対応する必要がある。そのため、保護者と留意事項や緊急時の対応等 

(「エピペン®」の使用や消防署への緊急時登録の有無等)についてよく相談し、職員 

全員が同様の注意や配慮ができるようにしておくこと。 

 

３ 感染症対策等 

⑴ 感染症の発生状況について情報を収集し、予防に努めること。感染症の発生や疑いが 

ある場合は、必要に応じて、市町村、保健所等に連絡し、必要な措置を講じて二次感 

染を防ぐこと。  

⑵ 感染症や食中毒等の発生時の対応については、市町村や保健所との連携のもと、あら 

かじめ児童館としての対応方針を定めておくこと。なお、子どもの感染防止のために 
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臨時に休館しなければならないと判断する場合は、市町村と協議の上で実施し、学校 

等関係機関に連絡すること。 

 

４ 防災・防犯対策  

⑴ マニュアルの策定 

災害や犯罪の発生時に適切な対応ができるよう、防災・防犯に関する計画やマニュア 

  ルを策定し、施設・設備や地域環境の安全点検、職員並びに関係機関が保有する安全確 

保に関する情報の共有等に努めること。 

 

⑵ 定期的な訓練  

定期的に避難訓練等を実施し、非常警報装置（学校 110 番・非常通報体制）や消火設 

備等（火災報知機、消火器）を設けるなどの非常事態に備える対応策を準備すること。 

 

⑶ 地域ぐるみの安全確保 

来館時、帰宅時の安全対策について、保護者への協力を呼びかけ、地域の関係機関・ 

団体等と連携した不審者情報の共有や見守り活動等の実施に取り組むこと。この際、平 

成 30年７月に発出した「放課後児童クラブ等への児童の来所・帰宅時における安全点 

検リストについて」を参考にすることが有効である。  

 

⑷ 災害への備え 

災害発生時には、児童館が地域の避難所となることも考えられるため、必要な物品等   

を備えるように努めること。 

 

５ 衛生管理 

⑴ 子どもの感染症の予防や健康維持のため、来館時の手洗いの励行、施設・設備の衛生 

管理等を行うこと。 

⑵ 採光・換気等保健衛生に十分に配慮し、子どもの健康に配慮すること。 

⑶ 行事等で食品を提供する場合は、衛生管理を徹底し、食中毒の発生を防止すること。 

 

第８章 家庭･学校･地域との連携  

 

 本章では、児童館が家庭・学校・地域及び関係機関等と連携する際の留意事項を記述して

いる。児童館は、地域の子どもの健全育成と子育て家庭を支援する拠点として、地域住民と

の交流や各関係機関等との情報交換、情報共有を行い、子どもと子育て家庭を支える地域づ

くりに貢献することが求められる。 

 

１ 家庭との連携 

⑴ 子どもの活動の様子から必要があると判断した場合には、家庭と連絡をとり適切な 

支援を行うこと。 

⑵ 子どもの発達や家庭環境等の面で特に援助が必要な子どもには、家庭とともに、学校、 
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子どもの発達支援に関わる関係機関等と協力して継続的に援助を行うこと。 

⑶ 上記の場合には、必ず記録をとり職員間で共有を図るとともに、継続的な支援につな 

げるようにすること。 

 

２ 学校との連携 

⑴ 児童館の活動と学校の行事等について、適切な情報交換を行い、円滑な運営を図るこ 

と。 

⑵ 児童館や学校での子どもの様子について、必要に応じて適切な情報交換が行えるよ

うに努めること。 

⑶ 災害や事故・事件等子どもの安全管理上の問題等が発生した場合には、学校と速やか 

に連絡を取り合い、適切な対応が取れるように連絡体制を整えておくこと。 

 

３ 地域及び関係機関等との連携 

⑴ 児童館の運営や活動の状況等について、地域住民等に積極的に情報提供を行い、理解 

を得るとともにその信頼関係を築くこと。 

⑵ 地域住民等が児童館を活用できるように働きかけることなどにより、児童館の周知 

を図るとともに、地域の人材・組織等との連携・協力関係を築くこと。 

⑶ 子どもの安全の確保、福祉的な課題の支援のため、日頃より警察、消防署、民生委員・ 

児童委員、主任児童委員、母親クラブ、各種ボランティア団体等地域の子どもの安全 

と福祉的な課題に対応する社会資源との連携を深めておくこと。 

⑷ 要保護児童対策地域協議会に積極的に参加し、関係機関との連携・協力関係を築いて 

おくこと。 

⑸ 児童館の施設及び人材等を活用して、放課後子供教室との連携を図ること。 

 

第９章 大型児童館の機能・役割 

 

 設置運営要綱等に基づく大型児童館には、小型児童館及び児童センターの機能に加えて、

都道府県内の小型児童館、児童センター及びその他の児童館（以下「県内児童館 」という。）

の指導及び連絡調整等の役割を果たす中枢的機能を有する「Ａ型児童館」と、小型児童館の

機能に加えて、子どもが宿泊しながら自然を生かした遊びを通して協調性、創造性、忍耐力

を高める機能を有する「Ｂ型児童館」がある。 

本章では、これらを含めて子どもの健全育成に資するとともに、それぞれの機能が発揮さ

れるために必要な事項について記述している。 

 

１ 基本機能 

大型児童館は、小型児童館及び児童センターの機能・役割に加えて、固有の施設特性を 

有し、子どもの健全育成の象徴的な拠点施設である。また、大型児童館の中には、他の機 

能を有する施設との併設等その構造や運営に多様なところがあるが、児童福祉施設であ 

る児童館の機能が十分に発揮され、子どもの健全育成に資するとともに、それぞれの機能 

が発揮されるようにすることが求められる。 
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なお、小型児童館及び児童センターは、子どもが利用しやすいよう子どもの生活圏内に 

設置されることが望まれるが、都道府県内全域に整備されていない地域にあっては、大型  

児童館が移動児童館として機能を発揮するなどして、児童館のない地域の子どもの遊び 

の機会を提供することが望ましい。 

 

２ 県内児童館の連絡調整・支援 

県内児童館の指導及び連絡調整等の役割を果たす中枢的機能を十分に発揮するために、 

次の活動に取り組むことが必要である。 

⑴ 県内児童館の情報を把握し、相互に利用できるようにすること。さらに、県内児童館 

相互の連絡、連携を密にし、児童館活動の機能性を向上し充実を図ること。 

⑵ 県内児童館の運営等を指導するとともに、児童厚生員及びボランティアを育成する 

こと。 

⑶ 県内児童館の連絡協議会等の事務局を設けること。 

⑷ 県内児童館の館長や児童厚生員等職員の研修を行うこと。 

⑸ 広報誌の発行等を行うことにより、児童館活動の啓発に努めること。 

⑹ 県内児童館を拠点とする母親クラブ等の地域組織活動の連絡調整を図り、その事務

局等を置くこと。 

⑺ 大型児童館の活動の質を高めるために、積極的に全国的な研修等への参加機会を確 

保するとともに、都道府県の域を越えて相互に連携し積極的な情報交換を行うこと。 

 

３ 広域的・専門的健全育成活動の展開 

都道府県内の健全育成活動の水準を維持向上するために、その内容の把握に努め、次の 

活動に取り組むことが必要である。 

⑴ 県内児童館等で活用できる各種遊びのプログラムを開発し、多くの子どもが遊びを

体験できるようにその普及を図ること。 

⑵ 県内児童館のない地域等に出向き、遊びの提供、子育てや健全育成に関する啓発に努 

めること。 

⑶ 歴史、産業、文化等地域の特色を生かした資料等を公開すること。 

⑷ 県内児童館に貸し出すための優良な児童福祉文化財を保有し、計画的に活用するこ 

と。 

⑸ ホールやギャラリーなど大型児童館が有する諸室・設備等を活用し、子ども向けの演 

劇やコンサートなど児童福祉文化を高める舞台の鑑賞体験を計画的に行うこと。 

 

※ 用語等について  

・ 「地域組織活動」とは、母親クラブ、子育てサークル等、子どもの健全な育成を図る

ための地域住民の積極的参加による活動をいう。 

・ 「放課後児童クラブ」とは、法第６条第３項の２に規定する「放課後児童健全育成事

業」をいう。 

・ 大型児童館については、設置運営要綱において３つの類型が示されているが、本ガイ

ドラインでは「Ａ型児童館」及び「Ｂ型児童館」について記述している。 
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